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兄弟仲良くね。

安岡　琉聖 くん（左）
やすおか りゅうせい

春陽 くん（右）
はるひ
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夢配達人プロジェクト推進事業で実現した、阿多田島のもちつき大会。
詳しくは7ページへ。

問い合わせ　企画財政課  ☎59２１２５

３位
おたけちゃん（４４２票獲得）

2位
たけぴぃ（６９０票獲得）

１位　
コイちゃん
（７３０票獲得）
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　全国から応募があった43作品（市の
キャラクター含む）のうち一次審査を通
過した10作品から、皆さんの投票で順
位を決定。コイ・こいフェスティバル・イン・
おおたけの会場で結果を発表しました。
　最優秀作品「コイちゃん」は、大竹市
の情報をより印象強く発信するために
活用していきます。



　新年、明けましておめでとうございます。

　これまで市政にお寄せいただきましたご支援に対し、厚くお礼

を申し上げます。

　昨年は、人で言えば還暦にあたる市制施行60周年を迎え、今年

は新たな１歩を踏み出す年となります。60年を祝うにあたって

は、多くの市民の皆様が自ら考え、または行政と一緒になって、

多くの事業を行い、まちを盛り上げてくださいました。

　皆様のまちへの愛情と、自分たちでまちを元気にしていこうと

いう熱い思いに対し、心から感謝申し上げますとともにこれから

未来に向かって進んでいくなかで、大変心強く感じています。

　良いまちをつくっていくのは、行政の力だけではありません。

大竹にかかわる全ての人心を結集して、お互いがそれぞれの役割

を担うことで、はじめて成し得るものと思っております。

　日本全体を見ますと、超高齢化や、少子化、そして人口減少

社会と、さまざまな大きな課題が横たわっています。

　本市には、美しい自然、生活の糧を得ることのできる雇用基盤、

そしてまちを動かしていく人の力があります。なかなか明るい未来が

見えてこない社会においても、悲観ばかりするのではなく、市民の皆様

と一丸となって、少しずつでも発展し続けるまちをつくって参りたいと

考えています。これからも皆様のご支援とご協力をよろしくお願い

申し上げます。

　本年が平穏で素晴らしい年でありますよう、また、皆様方の

ますますのご多幸とご健康を心からお祈り申し上げ、新年の

ごあいさつといたします。

　新年、明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、輝かしい希望に満ちた初春を
健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　新年を迎えるというのは、足を止めてこれまでの道のりを思い
起こしたり、これからの歩みに思いを馳せたりできる区切りの
地点でもあります。
　これは“マチ”の歩みにも重なります。一年前の大竹市はどう
であったか、いくつもの異なる様子に気づきます。また、この先
の大竹市の歩みに夢を抱き、覚悟を持つ場面となり得ます。
　市井でも同じく、年末が近づけば心はやり、新年を迎えれば
心新たにされ、年を越した感謝の気持ちがにじみ出ておられる方
も大勢いらっしゃることでしょう。私たち議会も、大きな責任
ある役割を担わせていただいているという感謝の気持ちを新たに、
引き続き市政発展に向けて歩んでいく所存です。
　市議会では、今年から各地域にお伺いして皆様に議会の様子を
報告させていただく議会報告会を行います。これは16人の議員
それぞれが資料の準備や運営の役割を分担して開催する、これまで
になかった取り組みです。開かれた議会とは何なのか。過去からの
連続性を持つ議会が、長らく自問自答してきた過程の中で導き
出された手段の一つとして形になろうとしています。どうぞ多く
の皆様にお越しいただければと願っています。
　今年は、大竹市が昨年迎えた市制施行60周年という大きな区切り
から、70周年に向けた第一歩という年になります。次代に誇れる
一年でありますよう、今後とも市民の皆様の温かいご支援ご協力
を心からお願い申し上げますとともに、皆様にとって幸多い年と
なりますことをお祈りし、新年のごあいさつといたします。

大竹市長

入山 欣郎
大竹市議会議長

寺岡 公章

メェー　メェー
今年はひつじ年。

市長と議長に座右の
銘を

聞きました。

メェ～

しせい
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成人のつどい／市文化祭作品展示／
軽自動車税の税率が変わります
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学校選択制度の結果をお知らせします
／ケーブルテレビを楽しもう
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総合介護予防教室事業

なが～く元気でいるための健康ゾウ進
のおはなし

国保通信

市職員募集

生涯学習講座

みんなで考えよう公共交通

シリーズ

勤労青少年ホーム／としょかんだより

情報ステーション　　　　　　　　　
つどいの広場／親と子の本の広場／
子育て／健康／福祉／募集／お知らせ
アラカルト／先どり情報ステーション

1月～2月（上旬）のお知らせ

はじめまして／“おおたけ”PRキャラク
ターコンテスト結果発表

瑞宝単光章
佐伯 二三男 さん（71 歳　本町２）　
　長年にわたり、消防団活動の進展に貢献
された功績

石油コンビナート等における自衛防災組織の技能コンテスト表彰
消防庁長官特別賞 三菱レイヨン株式会社大竹事業所チーム
消防庁長官奨励賞 三井化学株式会社岩国大竹工場チーム　
　石油コンビナート等の防災体制の充実強化を目的に、総務省消防庁が
主催し、全国 33 企業などの自衛消防隊が参加しました。この技能コン
テストは、火災を想定したもので、７人（中隊長１人、小隊長２人、隊
員４人）で２台の消防車を操作し、乗車から放水までの安全・確実・迅
速性を競いました。 全国優良読書グループ表彰

おはなし会サークル にじいろのたね　
　平成 13 年９月１日の設立以来、市立図書館
をはじめ市内小学校や保育園でおはなし会を実
施し、子どもたちへの読書の推進活動に貢献さ
れた功績

文化祭入賞者
 美術展
市長賞〔日本画〕大西 民子さん
議長賞〔写真〕佐々木 昭夫さん
教育委員会賞〔書道〕片山 月心さん
文化協会長賞〔洋画〕松本 愽則さん　
 工芸展
市長賞〔陶芸〕北村 美佐子さん
議長賞〔和紙ちぎり絵〕泉 隆子さん
教育委員会賞〔手描友禅〕大上 和子さん
文化協会長賞〔パッチワーク〕堀田 恵美子さん　
 短歌大会
市長賞　高城 英子さん
議長賞　藤岡 フサコさん
教育委員会賞　岩本 幸久さん
文化協会長賞　遠藤 晴美さん　
 川柳大会
市長賞　田中 博美さん
議長賞　中村 雀鳴さん
教育委員会賞　住田 照水さん
文化協会長賞　田辺 与志魚さん

「青少年の非行・被害防止」並びに「社会を明るくする運動」
作文・ポスター・標語コンテスト表彰
市長賞　作文の部  玖波中学校３年　鈴木 恵佑さん
大竹警察署長賞　ポスターの部 大竹中学校２年　古川 敬斗さん
大竹市教育委員会賞　標語の部 玖波中学校３年　森瀧 瑞希さん　
　青少年非行防止実行委員会で応募のあった作品（作文４点、ポス
ター16点、標語102点）の各部門から１点が選定されました。
　作品は1月中旬ごろまで総合市民会館に展示しています。

広島県歯と口の健康週間・はつらつ家族表彰・８０２０達成者表彰
はつらつ家族表彰
藤本 愛弓さん・
理帆ちゃん
（港町）

左から、藤本愛弓さん、
理帆ちゃん、大竹歯科医師
会の角田隆会長。

８０２０達成者表彰
公益財団法人８０２０
推進財団理事長賞
米田 甫さん（立戸）

　今回は、大竹市の方が２組受賞されて、本当に嬉
しい限りです。
　できるだけ自分の健康を保つためには、いかに
歯を失わないように過ごすかが大切です。
　歯を失う原因としては、むし歯と歯周病が挙げ
られますが、適切な予防と治療を行うためにも、
「かかりつけ歯科医」を持ち、定期的に受診するこ
とをお勧めします。

　幸い、平成26年４月から、妊産婦歯科健康診査
が始まり、妊婦さん、産婦さんのお口の中の健康管
理にも取り組みやすくなり、より一層市民の皆さ
んのお口の中の健康保持・増進が期待できます。
　生涯自分の歯でおいしく食事できるよう、健康
寿命を延ばして「８０２０達成者が多いまちおお
たけ」を目指しましょう。

問い合わせ　社会健康課 ☎59２１53

健康ゾウ進コラム

大竹歯科医師会の角田隆会長からコメントをいただきました。 大竹市健康増進キャラクター
ゾウのしんちゃん
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ボランティアの方

の手作りの食事

レクリエーションの輪投げ

笑顔いっぱいの楽しい会です

カメラスケッチ

C
A
M

ERA  SKETCH

地域福祉の推進力　油
見
三
丁
目
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
13
年
か
ら
活

動
し
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
と
う
が
き
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　代
表
の
新
本
南
海
さ
ん
、
丸
古
清
子
さ

ん
に
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　  「
と
う
が
き
の
会
」
の
由
来
は

　「と
う
が
き
」
と
は
、
い
ち
じ
く
の
こ
と

で
す
。
油
見
地
区
は
、
昔
い
ち
じ
く
が
有

名
だ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
が
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
、

会
の
名
前
を

「
と
う
が
き

の
会
」
と
し

ま
し
た
。

　  ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
区
在
住
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
う
ち
、
と
う
が
き
の
会
に
参

加
の
希
望
が
あ
っ
た
方
を
会
員
と
し
、
現

在
14
人
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　主
な
活
動
内
容
は
、
油
見
地
区
の
公
園

お
よ
び
会
館
の
清
掃
活
動
、
盆
踊
り
や
餅

つ
き
大
会
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
で
す
。

年
に
一
度
総
会
を
開
催
し
、
会
員
と
一
緒

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
見
守
り
も
兼
ね
、

会
員
宅
を
訪
問
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し

て
い
ま
す
。

　  活
動
の
や
り
が
い
は

　会
員
が
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

集
ま
り
や
訪
問
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
聞
く

と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
竹
市
社
会
福
祉
協
議
会
角
井
地
域
福
祉

係
長
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ  

社
会
健
康
課 

☎
59
２
１
５
２

問
い
合
わ
せ
　
☎
52
２
２
１
１

　自
分
の
趣
味
や
特
技
を
活
か

し
た
活
動
を
、
地
域
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

　地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
で
き
る

と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
！
」

を
合
言
葉
に
し
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
特
別
な
も

の
で
は
な
く
、「
昔
な
が
ら
の
ご

近
所
づ
き
あ
い
、
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
の
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

る
方
は
大
竹
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「社会福祉関係　　　　
　　功労者等の知事表彰」

とうがきの会

旧松ケ原小学校
　オープン前から長蛇の列で、約800人が訪れた「廃校ノスタルジア」。廃
校になった穂仁原小学校と阿多田小学校で使われていた、机や椅子、
チョーク、トランペットなどが販売された。一点物はオークションで価格が決
められ、参加者の威勢の良い声が飛び交った。
　市内から訪れていた太田智絵さんは「このイベントはフェイスブックで知
り、子どもと２人で来ました。試験管を３つ買いましたよ。とても楽しめてい
ます」と笑顔で話してくれた。

（上）教室に入場制限がかか
るほど、多くの人でにぎわっ
た。
（下）オークションでは、あち
らこちらで手が上がり、威勢
の良い声が飛び交った。

（左）「よいしょー」の掛け声
でもちをつく大人と子どもた
ち。もちつきを楽しむ参加者
の笑い声が響き渡った。
（下）待ちに待った食事の時
間。もち入りのフルーツポン
チおいしそうだね。

夢の提案者、島津美夢さん。 大人も子どももみんな笑顔で記念撮影。

市内から訪れていた、太田智絵さんと芽依ちゃん。

みんなで叶えた
　　　　　美しい夢
阿多田島フェリー乗り場駐車場

　青少年育成広島県民会議が主催する「夢配達人プロ
ジェクト推進事業」。広島県内の子どもの夢を地域の方
が協力して叶えるこの事業に、阿多田島に住む島津美
夢さん（小方中１年）の夢が選ばれた。
　「なくなってしまったもちつき大会をもう一度行い、島
のみんなと交流したい」
　阿多田島の住民は約300人。この日は島津さんの夢
を叶えるために約250人が集まった。久々のもちつき
大会に大人も子どもも気合十分。みんなでもちをつき、
もちを食べ、楽しい時間を過ごした。

2311

2411

（
右
）ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど

約
１
、８
０
０
点
の
備
品
が

販
売
さ
れ
た
。

旅立つ　思い出の品
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と
う
が
き
の
会
」
の
由
来
は

　「と
う
が
き
」
と
は
、
い
ち
じ
く
の
こ
と

で
す
。
油
見
地
区
は
、
昔
い
ち
じ
く
が
有

名
だ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
が
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
、

会
の
名
前
を

「
と
う
が
き

の
会
」
と
し

ま
し
た
。

　  ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
区
在
住
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
う
ち
、
と
う
が
き
の
会
に
参

加
の
希
望
が
あ
っ
た
方
を
会
員
と
し
、
現

在
14
人
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　主
な
活
動
内
容
は
、
油
見
地
区
の
公
園

お
よ
び
会
館
の
清
掃
活
動
、
盆
踊
り
や
餅

つ
き
大
会
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
で
す
。

年
に
一
度
総
会
を
開
催
し
、
会
員
と
一
緒

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
見
守
り
も
兼
ね
、

会
員
宅
を
訪
問
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し

て
い
ま
す
。

　  活
動
の
や
り
が
い
は

　会
員
が
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

集
ま
り
や
訪
問
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
聞
く

と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
竹
市
社
会
福
祉
協
議
会
角
井
地
域
福
祉

係
長
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ  

社
会
健
康
課 

☎
59
２
１
５
２

問
い
合
わ
せ
　
☎
52
２
２
１
１

　自
分
の
趣
味
や
特
技
を
活
か

し
た
活
動
を
、
地
域
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

　地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
で
き
る

と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
！
」

を
合
言
葉
に
し
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
特
別
な
も

の
で
は
な
く
、「
昔
な
が
ら
の
ご

近
所
づ
き
あ
い
、
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
の
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

る
方
は
大
竹
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「社会福祉関係　　　　
　　功労者等の知事表彰」

とうがきの会

旧松ケ原小学校
　オープン前から長蛇の列で、約800人が訪れた「廃校ノスタルジア」。廃
校になった穂仁原小学校と阿多田小学校で使われていた、机や椅子、
チョーク、トランペットなどが販売された。一点物はオークションで価格が決
められ、参加者の威勢の良い声が飛び交った。
　市内から訪れていた太田智絵さんは「このイベントはフェイスブックで知
り、子どもと２人で来ました。試験管を３つ買いましたよ。とても楽しめてい
ます」と笑顔で話してくれた。

（上）教室に入場制限がかか
るほど、多くの人でにぎわっ
た。
（下）オークションでは、あち
らこちらで手が上がり、威勢
の良い声が飛び交った。

（左）「よいしょー」の掛け声
でもちをつく大人と子どもた
ち。もちつきを楽しむ参加者
の笑い声が響き渡った。
（下）待ちに待った食事の時
間。もち入りのフルーツポン
チおいしそうだね。

夢の提案者、島津美夢さん。 大人も子どももみんな笑顔で記念撮影。

市内から訪れていた、太田智絵さんと芽依ちゃん。

みんなで叶えた
　　　　　美しい夢
阿多田島フェリー乗り場駐車場

　青少年育成広島県民会議が主催する「夢配達人プロ
ジェクト推進事業」。広島県内の子どもの夢を地域の方
が協力して叶えるこの事業に、阿多田島に住む島津美
夢さん（小方中１年）の夢が選ばれた。
　「なくなってしまったもちつき大会をもう一度行い、島
のみんなと交流したい」
　阿多田島の住民は約300人。この日は島津さんの夢
を叶えるために約250人が集まった。久々のもちつき
大会に大人も子どもも気合十分。みんなでもちをつき、
もちを食べ、楽しい時間を過ごした。

2311

2411

（
右
）ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど

約
１
、８
０
０
点
の
備
品
が

販
売
さ
れ
た
。

旅立つ　思い出の品
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いっしょに

考えよう 1

どこにあるのかな？
答えは、２月号だよ！

16

11 10

15

14

1312

1

2

3

4

6

79

8

5

公共施設
マネジメントって

なに？

公共施設
マネジメントって

なに？
問い合わせ　企画財政課 ☎59２１２５

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

マ
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公
討
対
象
施
設
の
種
類

検

会
教
育
施
設
等
の
現
況

社 あなたがいつも見ている景色の中には、いくつもの公共施設が存在
しています。公共施設は、「生活文化の向上」「スポーツの振興や普及」
など、目的を持って造られます。しかし時とともに、みんなが求める
ものは、少しずつ変わってきています。
シリーズ「いっしょに考えよう」では、さまざまな視点からコイちゃん
が公共施設を案内します。
さぁ、コイちゃんと一緒に、これからの施設のことを考えてみましょう！

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
対
象
と
す
る
も

の
の
資
源
や
資
産
、
リ
ス
ク
な
ど
を
管
理

し
て
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
持
つ
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
対
象
は
、「
ヒ
ト
」
で
あ
っ
た
り
、

「
モ
ノ
や
カ
ネ
」
で
あ
っ
た
り
、「
情
報
」

で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　第
五
次
大
竹
市
総
合
計
画
『
わ
が
ま
ち

プ
ラ
ン
』
で
も
、
地
域
資
源
を
有
効
に
使
い
、

実
り
の
多
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　本
市
に
は
、
学
校
・
道
路
・
橋
・
上
下

水
道
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
、
造
ら

れ
た
時
代
と
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
同
じ

環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
管
理
や
利
用
の
方
法
を
、
こ

れ
か
ら
の
大
竹
市
全
体
と
し
て
、
最
適
な

状
態
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
く
こ
と
で

す
。　本

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
施
設

の
中
か
ら
対
象
を
絞
っ
て
整
理
す
る
手
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　今
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
総
合
市

民
会
館
や
公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設

や
、
自
由
に
集
ま
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
だ
け
で
な
く
、
学
習
活
動
も
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
す
。

　（こ
れ
ら
の
施
設
を
ま
と
め
て
「
社
会
教

育
施
設
等
」
と
表
現
し
ま
す
。）

　公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
現
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ま
ず
初
め
に
施

設
位
置
や
完
成
時
期
、
設
置
目
的
、
維
持

費
用
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
社

会
教
育
施
設
等
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

　一緒に考えていく「社会教育施設等」は、全部で 16 施設（写
真①～⑯）。名称は、①自然の家やさか・②コミュニティサロン元
町・③海の家あたた・④サントピア大竹・⑤農林振興センター・⑥
旧小方中学校体育館・⑦大竹会館講堂（アゼリアホール）・⑧コミ
ュニティサロン玖波・⑨栄公民館・⑩コミュニティサロン栄・⑪市
立図書館・⑫総合市民会館・⑬総合体育館・⑭大竹会館・⑮小方公
民館・⑯玖波公民館です。次号では、各施設の場所を視点に紹介
します。

コイちゃん

いろいろなところにある

社会教育施設等
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成人のつどい

市文化祭
美術展工芸展の作品展示

期  間：平成27年５月２９日㈮まで
ところ：市役所ギャラリー（市役所２階、３階）

　平成27年度から税率が変更となります。
※　軽自動車税の賦課基準日は４月１日です。また、
軽自動車税には月割課税の制度はありません。

原動機付自転車、小型特殊自動車など
　表１の①新税率が平成 27 年度分から適用されます。

四輪以上および三輪の軽自動車
　自動車検査証（車検証）の上段に記載されている
初度検査 (登録 )年月によって税率が異なります。
　初度検査年月が平成 27 年４月以降のものは、平成
27年度分から図２の③の新税率が適用されます。
　初度検査年月が平成 27 年３月以前のものは、②の
現行税率のまま変更はありません。
　ただし、平成 28 年度分からは、初度検査年月から
13 年を経過した車両（電気軽自動車などを除く）に
は④の重課税率が適用されます。

問い合わせ　市民税務課 ☎59２１２７
問い合わせ　生涯学習課 ☎53５８００

　今年も、新成人による実行委員会が企画
しました。　
と　き　１月12日㈷　13時～16時
※　受付は12時 30分からです。
ところ　アゼリアホール
対　象　平成６年４月２日～平成７年４月
１日生まれの方
内　容　式典、交流会（ゲスト、記念撮影）
持参物　案内状
※　案内状が届いていない方でも対象者で
あれば、当日会場で受付して参加できま
す。また、座席には限
りがありますが、保護
者、恩師、一般の方も
ご観覧できます。

と　き　１月10日㈯　10 時～
※　当日８時、市内一斉にサイレンを鳴らします。
　火災と間違えないようにしてください。
ところ　晴海臨海公園（小方港横）
※　雨天の場合は、式典のみアゼリアホールで開催します。この場合は
９時にサイレンを鳴らします。
アトラクション　大竹市消防署・消防団、広島市消防航空隊（消防
ヘリコプター）、市内企業４社の自衛消防隊による一斉放水訓練
※　11 時頃から市民団体の協力により、温かいうどんなど（無料）を
準備しています。
駐車場　晴海臨海公園、市役所南口前

　会場内では、消防車両、消防ヘリコプターの展示撮影会も行っています。カメラを持参して、記念撮影をして
みてはいかがでしょうか。皆さんお誘い合わせのうえ、ご覧ください。

問い合わせ　消防本部 ☎54０１１９消防出初式軽自動車税の税率が
変わります

　本格的なたこを作りませんか。たこを作ったら、手づくりたこあげ大会に参加しましょう。
とき・ところ　ギャラリーおおたけ（市立図書館２階）　２月１日㈰　９時～11時
　　　　　　 小方公民館　２月１日㈰　14時～16時
対　象　幼児・小学生と保護者
定　員　各会場 25組ずつ（申込順）　　参加料　たこ１枚４００円
持参品　ハサミ、セロハンテープ、つまようじ（２本）、30 ㎝ものさし、鉛筆、たこ紙（絵を描いたもの）、古新聞、袋（縦
48 ㎝×横 43 ㎝のたこが入るもの）
※　今年から、参加料の支払い時にたこ紙を配布しますので、事前に絵を完成させて持参してください。
申し込み　１月６日㈫９時から１月 25 日㈰ 17 時までに総合市民会館（☎53６６７７）へ電話で申し込みをした後、
参加料を同期間内に総合市民会館受付でお支払いください。

と　き　１月25日㈰　10 時～15 時
ところ　晴海臨海公園（小方港横）
試食会　焼きカキ（無料）、ハマチ（無料）、樽酒（無料）、カキ飯（200 円）、
カキ雑炊（200 円）、カキフライ（200 円）、カキうどん（200 円）、カキセッ
ト（500 円）　　※　なくなり次第終了
ステージイベント　亀居城太鼓演奏、樽酒鏡開き、火消太鼓演奏、
ビンゴゲーム大会、紅白もちまき大会
特産品など販売　地元産カキ・鮮魚などの販売
その他　おおたけ日曜市と同時開催
※　当日は内容が若干変更になることがあります。

問い合わせ
おおたけカキ水産まつり実行委員会
（くば漁業協同組合内 ☎57７０３４）

おおたけカキ水産まつり

　広 と々した晴海グラウンドでたこあげを楽しみましょう。おいしい焼きイモも用意しています。
と　き　２月８日㈰　10時～（小雨決行）　※　受付は９時 30分からです。
ところ　晴海臨海公園（小方港横）
参加規定　○自作の紙たこに限る(大きさ・形・材料は自由 )
　　　　　○たこ糸の長さは50ｍ以内
　　　　　○幼児・小学生または親子の作品
表　彰　今年からは飛行性能の部のみ行います（３位までトロフィー・賞状を授与）

問い合わせ  市青少年育成市民会議
　　　　　 （生涯学習課内  ☎53５８００）手づくりたこあげ大会

たこ作り教室

大竹まもるくん
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市文化祭
美術展工芸展の作品展示

期  間：平成27年５月２９日㈮まで
ところ：市役所ギャラリー（市役所２階、３階）

　平成27年度から税率が変更となります。
※　軽自動車税の賦課基準日は４月１日です。また、
軽自動車税には月割課税の制度はありません。

原動機付自転車、小型特殊自動車など
　表１の①新税率が平成 27 年度分から適用されます。

四輪以上および三輪の軽自動車
　自動車検査証（車検証）の上段に記載されている
初度検査 (登録 )年月によって税率が異なります。
　初度検査年月が平成 27 年４月以降のものは、平成
27年度分から図２の③の新税率が適用されます。
　初度検査年月が平成 27 年３月以前のものは、②の
現行税率のまま変更はありません。
　ただし、平成 28 年度分からは、初度検査年月から
13 年を経過した車両（電気軽自動車などを除く）に
は④の重課税率が適用されます。

問い合わせ　市民税務課 ☎59２１２７
問い合わせ　生涯学習課 ☎53５８００

　今年も、新成人による実行委員会が企画
しました。　
と　き　１月12日㈷　13時～16時
※　受付は12時 30分からです。
ところ　アゼリアホール
対　象　平成６年４月２日～平成７年４月
１日生まれの方
内　容　式典、交流会（ゲスト、記念撮影）
持参物　案内状
※　案内状が届いていない方でも対象者で
あれば、当日会場で受付して参加できま
す。また、座席には限
りがありますが、保護
者、恩師、一般の方も
ご観覧できます。

と　き　１月10日㈯　10 時～
※　当日８時、市内一斉にサイレンを鳴らします。
　火災と間違えないようにしてください。
ところ　晴海臨海公園（小方港横）
※　雨天の場合は、式典のみアゼリアホールで開催します。この場合は
９時にサイレンを鳴らします。
アトラクション　大竹市消防署・消防団、広島市消防航空隊（消防
ヘリコプター）、市内企業４社の自衛消防隊による一斉放水訓練
※　11 時頃から市民団体の協力により、温かいうどんなど（無料）を
準備しています。
駐車場　晴海臨海公園、市役所南口前

　会場内では、消防車両、消防ヘリコプターの展示撮影会も行っています。カメラを持参して、記念撮影をして
みてはいかがでしょうか。皆さんお誘い合わせのうえ、ご覧ください。

問い合わせ　消防本部 ☎54０１１９消防出初式軽自動車税の税率が
変わります

　本格的なたこを作りませんか。たこを作ったら、手づくりたこあげ大会に参加しましょう。
とき・ところ　ギャラリーおおたけ（市立図書館２階）　２月１日㈰　９時～11時
　　　　　　 小方公民館　２月１日㈰　14時～16時
対　象　幼児・小学生と保護者
定　員　各会場 25組ずつ（申込順）　　参加料　たこ１枚４００円
持参品　ハサミ、セロハンテープ、つまようじ（２本）、30 ㎝ものさし、鉛筆、たこ紙（絵を描いたもの）、古新聞、袋（縦
48 ㎝×横 43 ㎝のたこが入るもの）
※　今年から、参加料の支払い時にたこ紙を配布しますので、事前に絵を完成させて持参してください。
申し込み　１月６日㈫９時から１月 25 日㈰ 17 時までに総合市民会館（☎53６６７７）へ電話で申し込みをした後、
参加料を同期間内に総合市民会館受付でお支払いください。

と　き　１月25日㈰　10 時～15 時
ところ　晴海臨海公園（小方港横）
試食会　焼きカキ（無料）、ハマチ（無料）、樽酒（無料）、カキ飯（200 円）、
カキ雑炊（200 円）、カキフライ（200 円）、カキうどん（200 円）、カキセッ
ト（500 円）　　※　なくなり次第終了
ステージイベント　亀居城太鼓演奏、樽酒鏡開き、火消太鼓演奏、
ビンゴゲーム大会、紅白もちまき大会
特産品など販売　地元産カキ・鮮魚などの販売
その他　おおたけ日曜市と同時開催
※　当日は内容が若干変更になることがあります。

問い合わせ
おおたけカキ水産まつり実行委員会
（くば漁業協同組合内 ☎57７０３４）

おおたけカキ水産まつり

　広 と々した晴海グラウンドでたこあげを楽しみましょう。おいしい焼きイモも用意しています。
と　き　２月８日㈰　10時～（小雨決行）　※　受付は９時 30分からです。
ところ　晴海臨海公園（小方港横）
参加規定　○自作の紙たこに限る(大きさ・形・材料は自由 )
　　　　　○たこ糸の長さは50ｍ以内
　　　　　○幼児・小学生または親子の作品
表　彰　今年からは飛行性能の部のみ行います（３位までトロフィー・賞状を授与）

問い合わせ  市青少年育成市民会議
　　　　　 （生涯学習課内  ☎53５８００）手づくりたこあげ大会

たこ作り教室

大竹まもるくん

区　分 題　名 氏　名
日本画 野分き 大西　民子さん（岩国市）
日本画 むくげ 平池　相子さん（元町2）
日本画 九月の賑い 後藤　照古さん（西栄1）
日本画 車椅子のダンス 佐々木　絹江さん（広島市）
日本画 いにしえよりの水面 柴田　功子さん（黒川2）
日本画 ロマン 清水　輝子さん（白石2）
日本画 あやめ 山口　恭子さん（玖波1）
洋画 鏡 松本　博則さん（玖波1）
洋画 石造りの街角 柴田　晃久さん（黒川2）
洋画 夏の吉備路 末弘　達男さん（立戸3）
洋画 霧の中（山陽道） 奥本　積さん（白石1）
書 欹枕聴 片山　月心さん（南栄2）
書 万葉集 湯原王より 古江　幸美さん（南栄2）

写真 さざなみ模様 叶田　金作さん（御園2）
写真 房模様 佐々木　昭夫さん（黒川2）
写真 眉目秀麗 中川　志郎さん（玖波6）
写真 コスモス 三上　哲弘さん（南栄3）

七宝焼 森の妖精 田中　孝子さん（南栄1）
和紙

ちぎり絵 ユキモチ草 泉　隆子さん（西栄2）

木彫 聖母子 二階堂　富百代さん（晴海1）
手描友禅 孔雀 北村　美穂子さん（広島市）

【表１　原動機付自転車など】

車種区分
年税額

現行税率 ①新税率
※H27年度分から

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超
90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超
125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

軽自動車（二輪） 125cc超
250cc以下 2,400円 3,600円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円

その他 4,700円 5,900円
二輪の小型自動車 250cc超 4,000円 6,000円

【表２　四輪以上および三輪の軽自動車】

車種区分
年税額

②現行税率 ③新税率
※H27年度分から

④重課税率
※H28年度分から

 三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四
輪
以
上

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
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　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
は、画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自
動計算され、所得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告
決算書などを作成できます。

確定申告書等作成コーナー
をご利用ください

廿日市税務署からのお知らせ

作成した申告書等は… 書面で提出
問い合わせ　廿日市税務署 ☎0829321217

学
校
選
択
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

秋田さんご一家（小方ケ丘）

Q 引っ越し先に大竹市を選んだ理由を教えてくださ
い　

A 大竹に、知り合いの建築家の方がいて、他の地区
より納得のいく予算で建てられたからです。地元
が大竹なのでなじみもありますし、山や海など自
然豊かなところや、学校が近くにあるところも選
んだ決め手の一つです。

　
Q ケーブルテレビにして良かった点を教えてくださ
い

A 大竹市の補助金で初期費用が安くなり、アンテナ
を立てないので外観がすっきりきれいになったと
ころが良かったです。また、大竹市の地域情報番
組（ちゅピ COM チャンネル）から大竹のさま
ざまな情報を知ることができます。知人が映って
いるときもあり、いつも楽しく視聴しています。

　ケーブルテレビに新規加入する方へ、初期費
用の一部を補助する制度があります。対象とな
るのは、住宅を新築して市外から転入された世帯、
または市内で新たに住宅を新築する世帯で、ケー
ブルテレビに新規加入する場合です。
補助金額　上限　１０，０００円
申し込み　㈱ふれあいチャンネルへ。
　　　　　　  ０１２０-２７６-２０１
　　　　　（９時20分～18時）
　　　　　メール　e-oubo@fureai-ch.co.jp

野球・映画・演歌・地元の情報など、たくさんのチャンネ
ルを楽しめるケーブルテレビ。大竹市に自宅を新築し、
ケーブルテレビを利用している方にお話を伺いました。

問い合わせ　企画財政課 ☎59２１２４
No.17

問
い
合
わ
せ
　
総
務
学
事
課 

☎
59
２
１
８
５

指
定
校
変
更
・
区
域
外
就
学

　平成 27 年度に新入学する予定の
子どもが入学したい学校が選べる「学
校選択制度」。申し込み結果は表のと
おりです。

　
平
成
26
年
11
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
申

し
込
み
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
学
校
も
抽

選
を
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
学
校
選
択
希
望
申
請
期
間
満
了

後
（
平
成
26
年
11
月
15
日
以
降
）
市
外
か

ら
転
入
し
た
方
で
、
希
望
校
の
受
入
が
可

能
な
場
合
は
学
校
選
択
の
申
請
が
で
き
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
学
校
選
択
の
他
に
、
保
護
者
の
申
し
出

に
よ
り
、
別
の
学
校
に
就
学
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
指
定
校
変
更

　
市
内
で
、
学
校
区
外
に
住
所
を
移
し
た

場
合
（【
例
】
大
竹
小
学
校
区
の
新
町
地
区

か
ら
小
方
小
学
校
区
の
小
方
地
区
へ
）、
転

校
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
学
期
途
中

で
あ
れ
ば
学
期
末
ま
で
、
ま
た
最
終
学
年

（
小
６
、
中
３
）
で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
な
ど
、

引
き
続
き
通
学
し
て
い
る
学
校
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
な
ど
、
教
育
上
の
諸
問

題
で
お
悩
み
の
場
合
で
も
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
区
域
外
就
学

　
市
外
に
住
所
を
移
し
た
場
合
、
転
校
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
学
期
途
中
で
あ

れ
ば
学
期
末
ま
で
、
ま
た
最
終
学
年
（
小
６
、

中
３
）
で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
な
ど
、
引
き

続
き
通
学
し
て
い
る
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
制
度
も
通
学
な
ど
は
、

保
護
者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ　市民税務課 ☎59２１２８

申告期間は
２月16日㈪～３月16日㈪

事前準備で
税の申告に
備えよう

新築で新規加入の方
初期費用を補助

来
月
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成

27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
で
申
告
が

必
要
な
方
は
、
申
告
期
間
中
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

〇
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

〇
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方

（
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職

し
て
い
な
い
な
ど
）

〇
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
却
し
た
方

〇
生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
（
一
時
金
）
や

個
人
年
金
を
受
け
取
っ
た
方

な
ど

申
告
が
不
要
な
方

○
１
つ
の
会
社
の
み
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
お

り
、
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
勤
務
先
か

ら
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
る
方

※

　
他
に
所
得
が
あ
れ
ば
申
告
が
必
要
な
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

○
年
間
収
入
が
公
的
年
金
収
入
（
４
０
０
万

円
未
満
）
の
み
の
方
で
、
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

除
（
社
会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
）
以
外
の
各
種
控
除
（
医

療
費
控
除
な
ど
）
が
な
い
方

な
ど

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
所
属
で
探
す
↓
市

民
税
務
課
）
に
掲
載
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

　
申
告
は
税
額
を
決
め
る
手
続
き
で
す
。

結
果
に
よ
っ
て
は
、
所
得
税
が
納
付
、
ま

た
は
還
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
内

容
は
平
成
27
年
度
の
市
県
民
税
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

○
税
務
署
か
ら
申
告
書
類
や
案
内
な
ど
が
届

い
た
方
は
、
そ
の
書
類
（
１
月
下
旬
に
発

送
さ
れ
る
予
定
）

○
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

○
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

○
生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
（
一
時
金
）
や

個
人
年
金
な
ど
を
受
け
た
方
は
、
そ
の
受

取
通
知
書
や
支
払
証
明
書
な
ど

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書

※

　
人
ご
と
、
医
療
機
関
別
に
ま
と
め
、
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

は
、
収
支
内
訳
書

※

　
収
入
・
支
出
に
関
す
る
帳
簿
や
領
収
書

な
ど
を
整
理
し
、
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明

書
○
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
な
ど
の

社
会
保
険
料
の
納
付
確
認
書
、
領
収
書な

ど

※

　
大
竹
市
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
確
認
書
（
い
ず
れ
も
年
金
か

ら
の
天
引
き
分
を
除
く
も
の
が
記
載
）

は
、
１
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
な
ど

○
配
偶
者
や
扶
養
親
族
を
控
除
対
象
と
す
る

場
合
は
、
そ
の
方
の
収
入
金
額
が
確
認
で

き
る
も
の

○
本
人
名
義
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
は
必
要
）

○
印
鑑

な
ど

申
告
を
し
な
い
と

○
申
告
を
し
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
所
得
控

除
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
（
例
）
医
療
費
控
除
な
ど

○
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
が
い
る
場
合
、
保
険
料

の
軽
減
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
（
所
得
な
ど

を
証
明
す
る
も
の
）
の
発
行
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
日
程
・
会
場
な
ど
を
市
広
報
２
月

号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

ケーブルテレビを
楽しもう
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　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
は、画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自
動計算され、所得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告
決算書などを作成できます。

確定申告書等作成コーナー
をご利用ください

廿日市税務署からのお知らせ

作成した申告書等は… 書面で提出
問い合わせ　廿日市税務署 ☎0829321217

学
校
選
択
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

秋田さんご一家（小方ケ丘）

Q 引っ越し先に大竹市を選んだ理由を教えてくださ
い　

A 大竹に、知り合いの建築家の方がいて、他の地区
より納得のいく予算で建てられたからです。地元
が大竹なのでなじみもありますし、山や海など自
然豊かなところや、学校が近くにあるところも選
んだ決め手の一つです。

　
Q ケーブルテレビにして良かった点を教えてくださ
い

A 大竹市の補助金で初期費用が安くなり、アンテナ
を立てないので外観がすっきりきれいになったと
ころが良かったです。また、大竹市の地域情報番
組（ちゅピ COM チャンネル）から大竹のさま
ざまな情報を知ることができます。知人が映って
いるときもあり、いつも楽しく視聴しています。

　ケーブルテレビに新規加入する方へ、初期費
用の一部を補助する制度があります。対象とな
るのは、住宅を新築して市外から転入された世帯、
または市内で新たに住宅を新築する世帯で、ケー
ブルテレビに新規加入する場合です。
補助金額　上限　１０，０００円
申し込み　㈱ふれあいチャンネルへ。
　　　　　　  ０１２０-２７６-２０１
　　　　　（９時20分～18時）
　　　　　メール　e-oubo@fureai-ch.co.jp

野球・映画・演歌・地元の情報など、たくさんのチャンネ
ルを楽しめるケーブルテレビ。大竹市に自宅を新築し、
ケーブルテレビを利用している方にお話を伺いました。

問い合わせ　企画財政課 ☎59２１２４
No.17

問
い
合
わ
せ
　
総
務
学
事
課 

☎
59
２
１
８
５

指
定
校
変
更
・
区
域
外
就
学

　平成 27 年度に新入学する予定の
子どもが入学したい学校が選べる「学
校選択制度」。申し込み結果は表のと
おりです。

　
平
成
26
年
11
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
申

し
込
み
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
学
校
も
抽

選
を
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
学
校
選
択
希
望
申
請
期
間
満
了

後
（
平
成
26
年
11
月
15
日
以
降
）
市
外
か

ら
転
入
し
た
方
で
、
希
望
校
の
受
入
が
可

能
な
場
合
は
学
校
選
択
の
申
請
が
で
き
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
学
校
選
択
の
他
に
、
保
護
者
の
申
し
出

に
よ
り
、
別
の
学
校
に
就
学
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
指
定
校
変
更

　
市
内
で
、
学
校
区
外
に
住
所
を
移
し
た

場
合
（【
例
】
大
竹
小
学
校
区
の
新
町
地
区

か
ら
小
方
小
学
校
区
の
小
方
地
区
へ
）、
転

校
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
学
期
途
中

で
あ
れ
ば
学
期
末
ま
で
、
ま
た
最
終
学
年

（
小
６
、
中
３
）
で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
な
ど
、

引
き
続
き
通
学
し
て
い
る
学
校
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
な
ど
、
教
育
上
の
諸
問

題
で
お
悩
み
の
場
合
で
も
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
区
域
外
就
学

　
市
外
に
住
所
を
移
し
た
場
合
、
転
校
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
学
期
途
中
で
あ

れ
ば
学
期
末
ま
で
、
ま
た
最
終
学
年
（
小
６
、

中
３
）
で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
な
ど
、
引
き

続
き
通
学
し
て
い
る
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
制
度
も
通
学
な
ど
は
、

保
護
者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ　市民税務課 ☎59２１２８

申告期間は
２月16日㈪～３月16日㈪

事前準備で
税の申告に
備えよう

新築で新規加入の方
初期費用を補助

来
月
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成

27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
で
申
告
が

必
要
な
方
は
、
申
告
期
間
中
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

〇
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

〇
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方

（
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職

し
て
い
な
い
な
ど
）

〇
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
却
し
た
方

〇
生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
（
一
時
金
）
や

個
人
年
金
を
受
け
取
っ
た
方

な
ど

申
告
が
不
要
な
方

○
１
つ
の
会
社
の
み
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
お

り
、
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
勤
務
先
か

ら
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
る
方

※

　
他
に
所
得
が
あ
れ
ば
申
告
が
必
要
な
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

○
年
間
収
入
が
公
的
年
金
収
入
（
４
０
０
万

円
未
満
）
の
み
の
方
で
、
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

除
（
社
会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
）
以
外
の
各
種
控
除
（
医

療
費
控
除
な
ど
）
が
な
い
方

な
ど

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
所
属
で
探
す
↓
市

民
税
務
課
）
に
掲
載
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

　
申
告
は
税
額
を
決
め
る
手
続
き
で
す
。

結
果
に
よ
っ
て
は
、
所
得
税
が
納
付
、
ま

た
は
還
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
内

容
は
平
成
27
年
度
の
市
県
民
税
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

○
税
務
署
か
ら
申
告
書
類
や
案
内
な
ど
が
届

い
た
方
は
、
そ
の
書
類
（
１
月
下
旬
に
発

送
さ
れ
る
予
定
）

○
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

○
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

○
生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
（
一
時
金
）
や

個
人
年
金
な
ど
を
受
け
た
方
は
、
そ
の
受

取
通
知
書
や
支
払
証
明
書
な
ど

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書

※

　
人
ご
と
、
医
療
機
関
別
に
ま
と
め
、
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

は
、
収
支
内
訳
書

※

　
収
入
・
支
出
に
関
す
る
帳
簿
や
領
収
書

な
ど
を
整
理
し
、
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明

書
○
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
な
ど
の

社
会
保
険
料
の
納
付
確
認
書
、
領
収
書な

ど

※

　
大
竹
市
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
確
認
書
（
い
ず
れ
も
年
金
か

ら
の
天
引
き
分
を
除
く
も
の
が
記
載
）

は
、
１
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
な
ど

○
配
偶
者
や
扶
養
親
族
を
控
除
対
象
と
す
る

場
合
は
、
そ
の
方
の
収
入
金
額
が
確
認
で

き
る
も
の

○
本
人
名
義
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
は
必
要
）

○
印
鑑

な
ど

申
告
を
し
な
い
と

○
申
告
を
し
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
所
得
控

除
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
（
例
）
医
療
費
控
除
な
ど

○
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
が
い
る
場
合
、
保
険
料

の
軽
減
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
（
所
得
な
ど

を
証
明
す
る
も
の
）
の
発
行
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
日
程
・
会
場
な
ど
を
市
広
報
２
月

号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

ケーブルテレビを
楽しもう

小学校
１年

玖波 ４
小方 ４
大竹 ３

中学校
１年

玖波 ３
小方 ６
大竹 ３
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避難訓練終了後に班ごとに整列し、大竹警察署員か
ら災害時の心構えを聞く訓練参加者。

車いすの避難者を支援する地域住民。避難者の誘導をする自主防災会の役員。

煙体験ハウスで火災時の煙の恐ろしさを体験。炊き出し訓練では、温かくておいしい豚汁を作った。地区ごとに避難してきた住民を名簿で確認。

　
み
ず
き
の
会
は
、
約
20
年
前

か
ら
活
動
を
始
め
た
人
権
問
題

啓
発
活
動
推
進
者
の
会
で
す
。

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
権
利
「
人
権
」
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
目
指
し
、
人
権
問

題
に
つ
い
て
研
修
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
身
近
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
例
会
は
２
カ
月
に

一
回
で
、
暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
啓
発
の
活
動
と
し
て
、

寸
劇
づ
く
り
と
人
権
川
柳
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
川
柳
は
人

の
心
情
を
詠
む
と
い
う
特
徴
か
ら

人
権
啓
発
を
伝
え
や
す
い
と
考

え
、
十
数
年
前
か
ら
活
動
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
会

員
が
考
え
た
作
品
を
中
心
に
、

全
国
の
大
会
の
優
秀
作
品
や
市

内
の
児
童
の
入
賞
作
品
を
活
用

し
、
短
冊
や
は
が
き
に
仕
上
げ
た

人
権
川
柳
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
公
民
館
な
ど
の
公
共

施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
、
大

竹
市
の
３
市
で
構
成
す
る
人
権

問
題
啓
発
活
動
推
進
者
の
会
連

絡
協
議
会
で
も
、
合
同
で
年
２

回
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
講
師
を
招
い
た

り
、
各
地
域
の
活
動
紹
介
を
し

つ
つ
身
近
な
問
題
を
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
９
月
の
研
修
会
で
は
、

み
ず
き
の
会
が
実
践
発
表
を
担

当
し
ま
し
た
。

　
発
表
内
容
の一つ
は
、
身
近
で

起
こ
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
消
費
者

被
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
で

す
。
事
前
に
、
最
近
の
被
害
の

傾
向
や
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
、

消
費
生
活
相
談
員
の
方
か
ら
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
寸
劇
を

題
材
と
し
て
発
表
し
、
グ
ル
ー
プ

討
議
で
内
容
を
深
め
る
と
い
う
形

で
進
め
ま
し
た
。

　
も
う
一つ
は
、
人
権
川
柳
を
通

し
て
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
の
発

表
で
す
。
研
修
会
参
加
者
に
も
、

「
窓
」
と
「
噂
」
を
テ
ー
マ
に
、

人
権
川
柳
の
作
成
体
験
を
し
て

も
ら
う
と
い
う
形
で
進
め
ま
し

た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
と

き
の
作
品
の
中
の
二
句
で
す
。

「
何
気
な
い
　
そ
の
ひ
と
言
が
　

窓
開
く
」

「
勇
気
出
し
　
噂
ば
な
し
を
　

否
定
す
る
」

　
人
権
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
、
行
動
を
起
こ
す
勇
気
が
湧

く
よ
う
な
川
柳
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
寸
劇
や
川
柳
の
他
に
例
年
の

活
動
と
し
て
は
、
大
竹
・
和
木

川
ま
つ
り
花
火
大
会
で
、
市
の
人

権
啓
発
事
業
の
う
ち
わ
配
布
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
新
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
に
多
数
参
加
い
た
だ
き
、

人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  人権の大切さを伝えたい

 人権問題啓発活動推進者の会
「みずきの会」

問い合わせ 自治振興課☎59２１４５

寸劇づくりと
人権川柳

県西部での
研修と交流

活動を
広げたい

人権問題啓発活動推進者育成研修会
実践発表の様子。

人
権
問
題
に
関
す
る
ご
相
談

　
人
権
問
題
の
ご
相
談
に
関
し

て
、
い
く
つ
か
の
電
話
相
談
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
の
巻
末
に
紹
介

し
て
い
る
相
談
の
他
、
広
島
法

務
局
廿
日
市
支
局
で
も
次
の
と

お
り
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

 

広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局

　
☎
０
８
２
９
㉛
２
１
６
４

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は

電
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

わ

　
　

　
昨
年
は
、全
国
各
地
で
大
き
な

自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。広

島
市
で
発
生
し
た
土
石
災
害
で
は
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
大

変
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。大
竹

市
で
も
昨
年
８
月
６
日
に
は
、50

年
に
一
度
と
い
う
大
雨
が
降
り
、

土
砂
く
ず
れ
や
多
く
の
住
家
が
浸

水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
ま
ず
自
分
や
家

族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
、避
難
場
所
へ
の

移
動
が
必
要
な
の
か
、自
宅
な
ど

の
屋
内
に
留
ま
る
方
が
良
い
か

な
ど
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

避
難
と
は

○
市
の
指
定
す
る
避
難
場
所
へ

移
動

○
屋
外
か
ら
屋
内
へ
移
動

○
親
戚
や
友
人
宅
な
ど
の
安
全

な
場
所
へ
移
動

○
自
宅
内
の
２
階
な
ど
へ
移
動な

ど

　
災
害
発
生
後
の
状
況
に
よ
っ
て

避
難
方
法
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

避
難
場
所
へ
避
難
す
る
と
き
に
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
雨
な
ど
が
激
し
い
と
き
や
道
路

が
冠
水
し
て
い
る
場
合
は
、十

分
注
意
し
て
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。浸
水
で
側

溝
や
段
差
に
気
づ
か
ず
、ケ
ガ

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
履
き
な
れ
た
靴
を
履
き
、な
る

べ
く
自
治
会
の
班
や
ご
近
所

同
士
で
ま
と
ま
っ
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
で
の
避
難
訓
練
が

活
発
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

は
、災
害
時
に
備
え
避
難
訓
練
や

炊
き
出
し
訓
練
、消
火
訓
練
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、特
に
災
害
時
に
支
援

が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
方

を
地
域
で
把
握
し
、安
否
確
認
や

避
難
の
支
援
を
訓
練
に
取
り
入
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
犠
牲
に
な
る
方
の

多
く
は
こ
の
よ
う
な「
災
害
時
の

要
配
慮
者
」と
言
わ
れ
る
方
で
す
。

日
ご
ろ
の
お
付
き
合
い
が
大
切

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、日

ご
ろ
か
ら
隣
近
所
や
自
治
会
の

班
単
位
で
お
互
い
が
仲
良
く
助

け
合
え
る
関
係
を
築
い
て
お
く

こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

No.10No.10

問い合わせ　総務課 ☎59２１１９

隣近所で助け合い
地域の防災訓練が活発に

元町二丁目自主防災会　防災訓練の様子（11 月 16 日）

松ケ原地区自主防災会　防災訓練の様子（11 月 16 日）

よ
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避難訓練終了後に班ごとに整列し、大竹警察署員か
ら災害時の心構えを聞く訓練参加者。

車いすの避難者を支援する地域住民。避難者の誘導をする自主防災会の役員。

煙体験ハウスで火災時の煙の恐ろしさを体験。炊き出し訓練では、温かくておいしい豚汁を作った。地区ごとに避難してきた住民を名簿で確認。

　
み
ず
き
の
会
は
、
約
20
年
前

か
ら
活
動
を
始
め
た
人
権
問
題

啓
発
活
動
推
進
者
の
会
で
す
。

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
権
利
「
人
権
」
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
目
指
し
、
人
権
問

題
に
つ
い
て
研
修
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
身
近
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
例
会
は
２
カ
月
に

一
回
で
、
暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
啓
発
の
活
動
と
し
て
、

寸
劇
づ
く
り
と
人
権
川
柳
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
川
柳
は
人

の
心
情
を
詠
む
と
い
う
特
徴
か
ら

人
権
啓
発
を
伝
え
や
す
い
と
考

え
、
十
数
年
前
か
ら
活
動
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
会

員
が
考
え
た
作
品
を
中
心
に
、

全
国
の
大
会
の
優
秀
作
品
や
市

内
の
児
童
の
入
賞
作
品
を
活
用

し
、
短
冊
や
は
が
き
に
仕
上
げ
た

人
権
川
柳
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
公
民
館
な
ど
の
公
共

施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
、
大

竹
市
の
３
市
で
構
成
す
る
人
権

問
題
啓
発
活
動
推
進
者
の
会
連

絡
協
議
会
で
も
、
合
同
で
年
２

回
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
講
師
を
招
い
た

り
、
各
地
域
の
活
動
紹
介
を
し

つ
つ
身
近
な
問
題
を
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
９
月
の
研
修
会
で
は
、

み
ず
き
の
会
が
実
践
発
表
を
担

当
し
ま
し
た
。

　
発
表
内
容
の一つ
は
、
身
近
で

起
こ
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
消
費
者

被
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
で

す
。
事
前
に
、
最
近
の
被
害
の

傾
向
や
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
、

消
費
生
活
相
談
員
の
方
か
ら
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
寸
劇
を

題
材
と
し
て
発
表
し
、
グ
ル
ー
プ

討
議
で
内
容
を
深
め
る
と
い
う
形

で
進
め
ま
し
た
。

　
も
う
一つ
は
、
人
権
川
柳
を
通

し
て
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
の
発

表
で
す
。
研
修
会
参
加
者
に
も
、

「
窓
」
と
「
噂
」
を
テ
ー
マ
に
、

人
権
川
柳
の
作
成
体
験
を
し
て

も
ら
う
と
い
う
形
で
進
め
ま
し

た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
と

き
の
作
品
の
中
の
二
句
で
す
。

「
何
気
な
い
　
そ
の
ひ
と
言
が
　

窓
開
く
」

「
勇
気
出
し
　
噂
ば
な
し
を
　

否
定
す
る
」

　
人
権
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
、
行
動
を
起
こ
す
勇
気
が
湧

く
よ
う
な
川
柳
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
寸
劇
や
川
柳
の
他
に
例
年
の

活
動
と
し
て
は
、
大
竹
・
和
木

川
ま
つ
り
花
火
大
会
で
、
市
の
人

権
啓
発
事
業
の
う
ち
わ
配
布
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
新
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
に
多
数
参
加
い
た
だ
き
、

人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  人権の大切さを伝えたい

 人権問題啓発活動推進者の会
「みずきの会」

問い合わせ 自治振興課☎59２１４５

寸劇づくりと
人権川柳

県西部での
研修と交流

活動を
広げたい

人権問題啓発活動推進者育成研修会
実践発表の様子。

人
権
問
題
に
関
す
る
ご
相
談

　
人
権
問
題
の
ご
相
談
に
関
し

て
、
い
く
つ
か
の
電
話
相
談
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
の
巻
末
に
紹
介

し
て
い
る
相
談
の
他
、
広
島
法

務
局
廿
日
市
支
局
で
も
次
の
と

お
り
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

 

広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局

　
☎
０
８
２
９
㉛
２
１
６
４

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は

電
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

わ

　
　

　
昨
年
は
、全
国
各
地
で
大
き
な

自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。広

島
市
で
発
生
し
た
土
石
災
害
で
は
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
大

変
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。大
竹

市
で
も
昨
年
８
月
６
日
に
は
、50

年
に
一
度
と
い
う
大
雨
が
降
り
、

土
砂
く
ず
れ
や
多
く
の
住
家
が
浸

水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
ま
ず
自
分
や
家

族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
、避
難
場
所
へ
の

移
動
が
必
要
な
の
か
、自
宅
な
ど

の
屋
内
に
留
ま
る
方
が
良
い
か

な
ど
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

避
難
と
は

○
市
の
指
定
す
る
避
難
場
所
へ

移
動

○
屋
外
か
ら
屋
内
へ
移
動

○
親
戚
や
友
人
宅
な
ど
の
安
全

な
場
所
へ
移
動

○
自
宅
内
の
２
階
な
ど
へ
移
動な

ど

　
災
害
発
生
後
の
状
況
に
よ
っ
て

避
難
方
法
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

避
難
場
所
へ
避
難
す
る
と
き
に
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
雨
な
ど
が
激
し
い
と
き
や
道
路

が
冠
水
し
て
い
る
場
合
は
、十

分
注
意
し
て
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。浸
水
で
側

溝
や
段
差
に
気
づ
か
ず
、ケ
ガ

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
履
き
な
れ
た
靴
を
履
き
、な
る

べ
く
自
治
会
の
班
や
ご
近
所

同
士
で
ま
と
ま
っ
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
で
の
避
難
訓
練
が

活
発
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

は
、災
害
時
に
備
え
避
難
訓
練
や

炊
き
出
し
訓
練
、消
火
訓
練
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、特
に
災
害
時
に
支
援

が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
方

を
地
域
で
把
握
し
、安
否
確
認
や

避
難
の
支
援
を
訓
練
に
取
り
入
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
犠
牲
に
な
る
方
の

多
く
は
こ
の
よ
う
な「
災
害
時
の

要
配
慮
者
」と
言
わ
れ
る
方
で
す
。

日
ご
ろ
の
お
付
き
合
い
が
大
切

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、日

ご
ろ
か
ら
隣
近
所
や
自
治
会
の

班
単
位
で
お
互
い
が
仲
良
く
助

け
合
え
る
関
係
を
築
い
て
お
く

こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

No.10No.10

問い合わせ　総務課 ☎59２１１９

隣近所で助け合い
地域の防災訓練が活発に

元町二丁目自主防災会　防災訓練の様子（11 月 16 日）

松ケ原地区自主防災会　防災訓練の様子（11 月 16 日）

よ
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 6 7 8 10

11 12 13 15 17

18 21 24

25 27 28 31

なが～く元気でいるための健康ゾウ進のおはなし

問い合わせ　社会健康課 ☎59２１５３

総合介護予防教室事業

1月の運動教室

1月の教室紹介
～ノルディック・ウオーキング教室～

大竹市健康増進キャラクター
ゾウのしんちゃん

〜
運
動
し
て
い
る
人
も
、

　
　
運
動
し
て
い
な
い
人
も
〜

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

　「リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」「
運
動
不
足

を
解
消
し
た
い
」な
ど
、あ
な
た
の
体
力

に
あ
わ
せ
た
運
動
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

　毎
週
水
曜
日

　14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

　総
合
市
民
会
館

対
　
象

　市
内
在
住
の
方（
お
お
む
ね
60
歳
以

上
）

持
参
物　タ

オ
ル
、飲
み
物
、運
動
し
や
す
い

服
装
、運
動
靴

※

　教
室
の
参
加
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。当
日
教
室
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

社
会
健
康
課
☎
59
２
１
５
３

※　持参物：タオル、運動靴、飲み物、敷マットまたはバスタオル（ゆる体操・悩み別）、リュックおよび帽子（ウオーキング、ノルディック・ウオーキング）など。
※１　３Ｂ体操、ノルディック・ウォーキングは予約が必要です。
※２　今月の悩み別教室は、膝です。　　　※３　講師が指導する日です。

申し込み・問い合わせ：社会福祉協議会（☎52２２７５）

　ノルディック・ウオーキングは、２本のポールを使って歩くことで全身運動
を行うことができます。通常のウオーキングより運動量が上がるため、有酸
素運動が多くできます。

9
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

5
3Ｂ体操※１
玖波公民館

13時30分～15時

16
   ゆる体操※3
サントピア大竹
13時30分～15時

23
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

30
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

14

22

ノルディック・ウオ
ーキング教室※１
サントピア大竹
13時30分～15時

 悩み別教室※2
サントピア大竹
13時30分～14時30分

29
ウオーキング教室
サントピア大竹
13時30分～14時30分

19
転倒予防体操
大竹会館

10時～11時30分

26
転倒予防体操
大竹会館

10時～11時30分

20
脳トレ・筋トレ教室
総合市民会館

13時30分～14時30分

　今回は、実際に大竹市国民健康保険特定健診と特定保健指導を受けた、町田久美子さん（60代　黒川１）に感想を伺
いました。

健診（検診）はお済みですか？
～継続は力なり  毎年健診を受けましょう～ 大竹市健康増進

キャラクター
ゾウのしんちゃん

問い合わせ　社会健康課 ☎59２１５３

　受診のときには、受診券が必要です。受診券の再発行は電話でも受け
付けています。
　
健診専用電話 ☎59２１５５
  ８時30分～17時15分　（土・日曜日、祝日除く）

大
竹
市
健
診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
の
「
受
診
で
き
る
医
療
機

関
」
の
中
で
、
大
竹
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
　
☎
53
６
２
０
０

正
　
☎
52
６
２
０
０

さあ、特定健診を受けるゾウ！
受診期間は２月28日㈯まで

お
詫
び
と
訂
正

　日課として市のヘルスアップ運動教室や、
はつらつ教室などを受けています。友人から
のお誘いで３年前から運動を続けています。

　健康について普段はどのよう
なことに気を付けていますか？Q1

A 　いいえ。自分の体のことなので、毎年受け
ています。

　大竹市の特定健診（国保）を
受けるのは初めてですか？Q2

A

　実際に指導を受けてみると無理なくでき
ました。一人で歩いたりもしましたが、指導
を受けることで励みにもなりました。また、運
動や食べ物に気を付けるようになりました。

　特定保健指導を受けてみた
感想は？
（※　健診結果により対象者には市か
らお知らせしています）

Q3

A
　徐々に数値が良くなってきています。前回
受けた指導が良かったので、次の年も対象
になったときは、またやってみようと思いま
した。

　効果はありましたか？

　健診を受け、保健指導を受けることで体調も良くなり元気になっている気がし
ます。このような市の健診をうまく活用して「継続」することが大切だと思います。
まだ受診していない方にも健診をおすすめします。

健診を未受診の方に一言お願いします

Q4

A

新年あけまして
おめでとうございます
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 6 7 8 10

11 12 13 15 17

18 21 24

25 27 28 31

なが～く元気でいるための健康ゾウ進のおはなし

問い合わせ　社会健康課 ☎59２１５３

総合介護予防教室事業

1月の運動教室

1月の教室紹介
～ノルディック・ウオーキング教室～

大竹市健康増進キャラクター
ゾウのしんちゃん

〜
運
動
し
て
い
る
人
も
、

　
　
運
動
し
て
い
な
い
人
も
〜

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

　「リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」「
運
動
不
足

を
解
消
し
た
い
」な
ど
、あ
な
た
の
体
力

に
あ
わ
せ
た
運
動
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

　毎
週
水
曜
日

　14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

　総
合
市
民
会
館

対
　
象

　市
内
在
住
の
方（
お
お
む
ね
60
歳
以

上
）

持
参
物　タ

オ
ル
、飲
み
物
、運
動
し
や
す
い

服
装
、運
動
靴

※

　教
室
の
参
加
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。当
日
教
室
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

社
会
健
康
課
☎
59
２
１
５
３

※　持参物：タオル、運動靴、飲み物、敷マットまたはバスタオル（ゆる体操・悩み別）、リュックおよび帽子（ウオーキング、ノルディック・ウオーキング）など。
※１　３Ｂ体操、ノルディック・ウォーキングは予約が必要です。
※２　今月の悩み別教室は、膝です。　　　※３　講師が指導する日です。

申し込み・問い合わせ：社会福祉協議会（☎52２２７５）

　ノルディック・ウオーキングは、２本のポールを使って歩くことで全身運動
を行うことができます。通常のウオーキングより運動量が上がるため、有酸
素運動が多くできます。

9
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

5
3Ｂ体操※１
玖波公民館

13時30分～15時

16
   ゆる体操※3
サントピア大竹
13時30分～15時

23
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

30
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

14

22

ノルディック・ウオ
ーキング教室※１
サントピア大竹
13時30分～15時

 悩み別教室※2
サントピア大竹
13時30分～14時30分

29
ウオーキング教室
サントピア大竹
13時30分～14時30分

19
転倒予防体操
大竹会館

10時～11時30分

26
転倒予防体操
大竹会館

10時～11時30分

20
脳トレ・筋トレ教室
総合市民会館

13時30分～14時30分

　今回は、実際に大竹市国民健康保険特定健診と特定保健指導を受けた、町田久美子さん（60代　黒川１）に感想を伺
いました。

健診（検診）はお済みですか？
～継続は力なり  毎年健診を受けましょう～ 大竹市健康増進

キャラクター
ゾウのしんちゃん

問い合わせ　社会健康課 ☎59２１５３

　受診のときには、受診券が必要です。受診券の再発行は電話でも受け
付けています。
　
健診専用電話 ☎59２１５５
  ８時30分～17時15分　（土・日曜日、祝日除く）

大
竹
市
健
診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
の
「
受
診
で
き
る
医
療
機

関
」
の
中
で
、
大
竹
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
　
☎
53
６
２
０
０

正
　
☎
52
６
２
０
０

さあ、特定健診を受けるゾウ！
受診期間は２月28日㈯まで

お
詫
び
と
訂
正

　日課として市のヘルスアップ運動教室や、
はつらつ教室などを受けています。友人から
のお誘いで３年前から運動を続けています。

　健康について普段はどのよう
なことに気を付けていますか？Q1

A 　いいえ。自分の体のことなので、毎年受け
ています。

　大竹市の特定健診（国保）を
受けるのは初めてですか？Q2

A

　実際に指導を受けてみると無理なくでき
ました。一人で歩いたりもしましたが、指導
を受けることで励みにもなりました。また、運
動や食べ物に気を付けるようになりました。

　特定保健指導を受けてみた
感想は？
（※　健診結果により対象者には市か
らお知らせしています）

Q3

A
　徐々に数値が良くなってきています。前回
受けた指導が良かったので、次の年も対象
になったときは、またやってみようと思いま
した。

　効果はありましたか？

　健診を受け、保健指導を受けることで体調も良くなり元気になっている気がし
ます。このような市の健診をうまく活用して「継続」することが大切だと思います。
まだ受診していない方にも健診をおすすめします。

健診を未受診の方に一言お願いします

Q4

A

新年あけまして
おめでとうございます
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す

　
生
活
に
無
理
が
な
い
で
す
か
。

楽
に
過
ご
し
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ど
ち
ら
か
で
現
代
人
は
病
気

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
医
学

博
士
・
安
保
徹
先
生
の
理
論
で
す
。

　
自
分
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
体
操
な
ど
で
筋
肉
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
自
立
神
経
の
乱
れ
を

正
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
免
疫
力
が
上
が
り
病
気
が
予

防
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

  

食
生
活
の
見
直
し

　「
病
気
に
な
ら
な
い
生
き
方
」

の
著
者
、
新
谷
弘
実
先
生
は
、
左

記
の
よ
う
に
新
谷
式
食
事
健
康
法

を
提
唱
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
穀
物
と
野
菜
中
心
の
食
事
を
し
、

動
物
性
の
食
物
は
な
る
べ
く
少

な
く
す
る

○
穀
物
は
精
製
し
て
い
な
い
も
の

を
選
ぶ
（
玄
米
、
全
粒
小
麦
粉

な
ど
）

○
油
を
控
え
る

○
よ
く
噛
ん
で
少
食
を
心
が
け
る

　
塩
分
も
昨
日
よ
り
気
持
ち
控
え

め
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
の

味
覚
は
必
ず
慣
れ
る
も
の
で
す
。

ほ
ん
の
少
し
の
繰
り
返
し
で
無
理

な
く
減
塩
で
き
ま
す
。

　
食
べ
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
解
消

法
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
習
慣
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
健
康
的
な
食
生
活
が
身

に
付
い
て
い
れ
ば
、
た
ま
に
羽
目

を
外
し
て
も
修
正
が
効
く
と
思
い

ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
病
気
に
な
っ
て
し

ま
い
、
医
療
機
関
で
定
期
的
に
お

薬
を
も
ら
っ
て
い
る
方
、
ご
自
宅

に
残
っ
て
い
る
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
予
定
通
り
に
受
診
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
数
日
分
の
薬

の
ス
ト
ッ
ク
は
必
要
で
す
が
、
例

え
ば
朝
と
夕
食
後
の
薬
は
き
ち
ん

と
飲
め
る
け
れ
ど
、
昼
は
忘
れ
て

し
ま
う
。外
食
を
し
た
と
き
、持
っ

て
い
く
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

食
前
の
薬
は
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
飲
め
な
か
っ
た
薬
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
飲

め
な
か
っ
た
薬
を
生
か
す
こ
と
で
、

医
療
費
が
節
約
で
き
ま
す
。

　
直
接
お
医
者
さ
ん
に
話
さ
れ
て

も
良
い
の
で
す
が
、
薬
局
で
お
薬

を
も
ら
う
と
き
に
処
方
せ
ん
と
一

緒
に
、
ご
自
宅
に
残
っ
て
い
る
薬

を
全
部
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
、

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
局
で
は
持
参
さ
れ
た
お
薬
と

処
方
せ
ん
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
だ

ぶ
っ
て
い
る
お
薬
を
減
ら
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
医
師
に
問
い
合

わ
せ
を
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
最
も
楽
な
方
法
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
も
大
竹
市
や
健
康
保
険

組
合
か
ら
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
変
更
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
い

う
お
知
ら
せ
を
目
に
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
値
段
の
安

い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
を
使
っ
て
医
療
費
を
抑

え
よ
う
と
い
う
国
の
方
針
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
に

開
発
さ
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ

る
薬
で
、
多
額
の
開
発
費
が
か
か

ら
な
い
の
で
値
段
が
安
い
の
で
す
。

品
質
、
効
果
、
安
全
性
は
国
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
の
有

効
成
分
は
同
一
で
も
添
加
物
や
作

り
方
が
違
う
た
め
に
、大
き
さ
、形
、

味
な
ど
が
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
先
発
医
薬
品
の

メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
薬
を
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
し
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー

が
販
売
す
る
と
い
う
動
き
が
出
て

き
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
薬

が
増
え
て
く
る
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
不
安
を
持
つ
方
に
も

お
勧
め
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
医
療
費
の
節
約
方
法
を
い
く
つ

か
提
案
し
て
み
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
２
月
号
の
広
報
に
掲
載
さ
れ

た
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

含
め
、
薬
局
で
も
い
ろ
い
ろ
と
お

手
伝
い
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
保

健
医
療
が
破
綻
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
考
資
料

○「
50
歳
か
ら
の
病
気
に
な
ら
な

い
生
き
方
革
命
」
安
保
徹
　
著

○「
病
気
に
な
ら
な
い
生
き
方
」

新
谷
弘
実
　
著

○「
役
に
立
つ
薬
の
情
報
〜
専
門

薬
学
」
深
井
良
祐
　
著

○「
サ
ワ
イ
健
康
推
進
課
」
沢
井

製
薬
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

○
朝
日
新
聞
（
２
０
１
４
年
10
月

４
日
付
）

○
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
症
候
群
　
予

防
と
対
策
を
知
ろ
う
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト

市
医
師
会
、
市
歯
科
医
師
会
、
市

薬
剤
師
会
の
先
生
方
か
ら
の
、
健

康
よ
ろ
ず
話
を
、
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
ま
す
。

１
回
目
は
、
市
薬
剤
師
会
の
山
崎

淳
子
さ
ん
に
、「
医
療
費
の
節
約
」

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

日
本
の
医
療
状
況

　
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
と
き
、
窓
口
で
支
払
う
の
は
医

療
費
全
体
の
１
〜
３
割
で
す
。
残

り
の
金
額
は
、
皆
さ
ん
が
毎
月
支

払
っ
て
い
る
保
険
料
や
税
金
な
ど

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
健
康
保
険
の

収
支
は
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

窓
口
の
負
担
金
が
増
え
る
の
み
な

ら
ず
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
少
し
で
も
医
療
費
を
節

約
し
て
家
計
を
楽
に
す
る
た
め
に
、

個
人
個
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
が
究
極
の
医
療
費
節
約
術

で
す
。「
そ
ん
な
こ
と
は
無
理
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
方
法
を
い
く
つ
か
提
案
し
て

み
ま
す
。

  

運
動
を
続
け
る

　
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
予
防
で

き
る
病
気
と
し
て
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
肥
満
が
原

因
と
な
る
生
活
習
慣
病
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
が

う
ま
く
働
か
ず
、
最
後
に
は
動
け

な
く
な
る
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）」
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

　
運
動
に
は
、
１
日
30
分
程
度
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
が

お
す
す
め
で
す
。
お
金
も
か
か
ら

ず
今
日
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
（
自
転
車
こ

ぎ
）
は
購
入
に
１
〜
２
万
円
ほ
ど

か
か
り
ま
す
が
、雨
の
日
、暑
い
日
、

寒
い
日
も
関
係
な
く
で
き
る
の
が

利
点
で
す
。

　
ロ
コ
モ
の
予
防
に
は
、
ロ
コ
モ

体
操
と
し
て「
片
足
立
ち
」や「
ス

ク
ワ
ッ
ト
」
が
良
い
そ
う
で
す
。

「
片
足
立
ち
」
は
目
を
開
け
て
背

筋
を
伸
ば
し
て
立
ち
、
片
足
を
床

か
ら
少
し
浮
か
せ
て
１
分
間
静
止

し
ま
す
。
途
中
で
足
を
付
い
た
り
、

椅
子
や
机
に
つ
か
ま
っ
て
も
良
い

の
で
１
分
間
続
け
ま
す
。
１
日
３

回
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
は
足
を
肩
幅

よ
り
少
し
広
げ
て
立
ち
、
椅
子
に

腰
掛
け
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
息
を
吸

い
な
が
ら
腰
を
落
と
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
と
き
、
膝
が
つ
ま
先
よ

り
前
に
出
な
い
よ
う
に
、
お
尻
を

突
き
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

続
い
て
息
を
吐
き
な
が
ら
立
ち
上

が
り
ま
す
。
実
際
に
椅
子
を
後
ろ

に
置
き
、
お
尻
が
座
面
に
付
く
直

前
で
止
め
る
よ
う
に
す
る
と
わ
か

り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
１
セ
ッ
ト

５
〜
６
回
繰
り
返
し
、
１
日
３

セ
ッ
ト
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
大
竹
市
で
は
各
運
動

教
室
（
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
行
っ
て

い
る
よ
う
で
す
の
で
、
運
動
が
続

か
な
い
人
に
は
向
い
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
肝
心
な
の

は
「
続
け
る
こ
と
」
で
す
。

国保通信①

医療費の節約を
考えてみませんか

問い合わせ 保険介護課 ☎59２１４１

１
病
気
に
な
ら
な
い

２
家
に
残
っ
た
薬
を

無
駄
に
し
な
い

３
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
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申
し
込
み
期
限

○
持
参
に
よ
る
申
し
込
み
　

　
　
１
月
５
日
㈪
〜
１
月
20
日
㈫

（
土・日
曜
日・祝
日
を
除
く
）

　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　
　
１
月
20
日
㈫
ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
書
を
折
ら
ず
に
封
筒

に
入
れ
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

申
込
」
と
赤
色
で
明
記
し
、
総

務
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
月
17
日
㈯
以
後
に
投

函
す
る
場
合
は
、
速
達
に
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

○
所
定
の
申
込
書
（
総
務
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
に
最
近
撮
影
し
た
正
面

向
き
、上
半
身
無
帽
の
写
真（
縦

５
㎝×

横
４
㎝
）
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
送

用
）〔
長
型
３
号
（
12
㎝×

23
・
５
㎝
）
の
封
筒
に
、
82
円

切
手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
・
宛

先
・
氏
名
を
明
記
し
た
も
の
〕

が
１
部
必
要
で
す 

。

提
出
先  

〒
７
３
９‐
０
６
９
２

　
大
竹
市
小
方
１‐
11‐
１

大
竹
市
総
務
部
総
務
課
職
員
秘
書

係受
験
票
の
送
付

　
受
験
票
は
、
１
月
23
日
㈮
ま
で

に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
返
送
し

ま
す
。
１
月
28
日
㈬
ま
で
に
到
着

し
な
い
と
き
は
総
務
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

合
否
発
表

　
合
格
者
の
受
験
番
号
を
大
竹
市

役
所
本
庁
舎
１
階
掲
示
場
（
南
玄

関
前
）に
掲
示
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
な

お
、
合
格
者
に
は
個
別
に
通
知
し

ま
す
。（
１
次
試
験
の
合
格
発
表

は
２
月
10
日
㈫
で
す
）

採
　用
　

○
最
終
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に

採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
原
則
と
し
て
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

○
採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
27

年
４
月
１
日
以
降
で
、
名
簿
に

基
づ
き
、
順
次
採
用
を
決
定
し

ま
す
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

日
本
国
籍
あ
る
い
は
永
住
者
ま

た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格

を
取
得
見
込
み
の
方
は
、
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
で

き
な
い
場
合
、
採
用
さ
れ
る
資

格
を
失
い
ま
す
。

○
保
育
士
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
で
き
な
い
場
合
、

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま

す
。

平
成
27
年
度
採
用
予
定
の

市 
職 

員 

募 

集

問
い
合
わ
せ 

総
務
課
☎
59
２
１
２
２

ひとり一学習　一スポーツ　一趣味　一ボランティア 1月の生涯学習講座

子育て

健康

講座

　
腰
痛
や
肩
こ
り
な
ど
を
予
防
、改

善
す
る
運
動
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

と
　き
　
１
月
24
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象
　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
小
松
美
保
さ
ん
（
Ｐ
Ｈ

Ｉ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

整
体
師
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

持
参
品
　
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

20
個
以
上
、
鉛
筆
１
本
、
メ
ジ
ャ
ー
、

速
乾
性
接
着
剤

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
ア
ギ
ー
レ
監
督
、カ
ー

プ
の
ロ
サ
リ
オ
外
野
手
、
お
二
人
と

も
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
人
物
。
コ
モ
エ
ス

タ
赤
坂
、
ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ョ
な
ど
の

歌
も
ス
ペ
イ
ン
語
。
世
界
で
４
億
人

以
上
が
使
用
し
、
日
本
人
に
は
発

音
も
易
し
く
お
も
し
ろ
い
言
葉
で
す
。

簡
単
な
ス
ペ
イ
ン
語
や
南
米
の
文
化

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　き
　
１
月
17
日
、
24
日
、
31
日
、

２
月
７
日
（
全
４
回
、
い
ず
れ
も
土

曜
日
）

　
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ
　
栄
公
民
館

対
　象

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　師
　
荒
木
義
文
さ
ん

定
　員
　
20
人
程
度

参
加
料

　
３
０
０
円
（
全
４
回
分
教
材
費
）

※

　
初
回
17
日
㈯
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
品
　
筆
記
用
具

申
し
込
み

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
栄
公
民
館
へ
。

　
懐
か
し
い
童
謡
を
マ
ン
ド
リ
ン

に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
脳
ト
レ

の
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
心
と
体
を

鍛
え
ま
し
ょ
う
。

と
　き
　
１
月
15
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

　
小
方
公
民
館

対
　象

　
18
歳
以
上
の
方

講
　師

　
村
中
弘
幸
さ
ん
（
ら
ん
ら
ん
サ

ポ
ー
タ
ー
）

定
　員

　
20
人
（
申
込
順
）

参
加
料
　
１
０
０
円

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

い
き
い
き
健
康
講
座

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

ス
ペ
イ
ン
語
体
験
学
習

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

　
生
活
習
慣
病
は
ま
ず
生
活
習
慣

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
食

生
活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
や
運
動
ポ
イ

ン
ト
、
喫
煙
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
見
直
し
て
い

け
る
よ
う
、
ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
も
正
し
く
理

解
し
て
頂
け
る
よ
う
に
お
話
し
ま
す
。

と
　き
　
１
月
20
日
㈫

　
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ

　
小
方
公
民
館

対
　象

　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
大
矢
聖
子
さ
ん
（
ヤ
ク

ル
ト
管
理
栄
養
士
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
って
バッ
ク

や
小
物
を
作
り
ま
す
。

と
　き
　
１
月
10
日
㈯

　
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　師
　
清
水
文
子
さ
ん
他
（
ら

ん
ら
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
）

定
　員
　
25
人
（
申
込
順
）

参
加
料
　
１
、５
０
０
円（
材
料
費
）

持
参
品
　
は
さ
み
、
洗
濯
ば
さ
み

赤
ち
ゃ
ん
ピ
ッ
コ
ロ
へ

よ
う
こ
そ

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

早
め
の
予
防
が
大
切

生
活
習
慣
病

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

手
芸
講
座

ク
ラ
フ
ト
教
室

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

　
親
子
で
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
や
工

作
な
ど
を
し
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に

お
母
さ
ん
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
　き
　
２
月
２
日
㈪

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
26
年
３
月

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
親

講
　師
　
野
坂
幸
枝
さ
ん
（
ピ
ッ

コ
ロ
キ
ッ
ズ
主
催
）

持
参
品
　
ク
レ
ヨ
ン
　

定
　員
　
20
組
（
申
込
順
）

申
し
込
み
　
１
月
５
日
㈪
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
小
方
公
民
館
へ
。

か
ん

１次試験日・場所 職　種 定 員 対　象 試 験 内 容 留 意 事 項

と　き

　２月１日(日) 

  ９時40分から

ところ

　市役所本庁舎

土木技術職
１人
程度

　昭和５４年４月２日以降
に生まれた人（平成２７年
４月１日の年齢で３５歳ま
での人）

○専門試験（択一式）　　　　
出題分野は、数学・物理、応用
力学、水理学、土質工学、測量、
土木計画（都市計画を含む）、
土木施工です。

○職場適応性検査

　地方公務員法第16条の「欠格条項」
に該当する方は受験できません。
　また、次に該当する日本国籍を有し
ない方（平成27年３月31日までに取得
見込みの方を含む）も受験できます。た
だし、採用後、公権力の行使または公の
意思の形成に参画する職に就くことが
できません。

○出入国管理及び難民認定法（昭和
26年政令第319号）による永住者

○日本国との平和条約に基づき日本の
国籍を離脱した者等の出入国管理
に関する特例法（平成３年法律第71
号）による特別永住者

保育士職
１人
程度

　昭和６３年４月２日以
降に生まれた人（平成
２７年４月１日の年齢で
２６歳までの人）で、
保育士の資格を有する人
（平成２７年３月31日ま
でに資格を取得する見込
みの人を含む）

○専門試験（択一式）　　出
題分野は、社会福祉、児童家
庭福祉(社会的養護を含む)、
保育の心理学、保育原理、保
育内容、子どもの保健(精神
保健を含む)です。

○職場適応性検査

２次試験
２月下旬に実施する予定です。日時・場所などは１次試験の合格者に別途通知します。
試験内容は、個人面接、集団討論、小論文試験です。				  

※　初任給は平成26年４月１日現在で、学歴、年齢に応じておおむね146,500円から180,800円ですが、学校を卒業後、経験年数を持つ方は、前歴を換算して初任給を決
定します。
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申
し
込
み
期
限

○
持
参
に
よ
る
申
し
込
み
　

　
　
１
月
５
日
㈪
〜
１
月
20
日
㈫

（
土・日
曜
日・祝
日
を
除
く
）

　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　
　
１
月
20
日
㈫
ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
書
を
折
ら
ず
に
封
筒

に
入
れ
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

申
込
」
と
赤
色
で
明
記
し
、
総

務
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
月
17
日
㈯
以
後
に
投

函
す
る
場
合
は
、
速
達
に
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

○
所
定
の
申
込
書
（
総
務
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
に
最
近
撮
影
し
た
正
面

向
き
、上
半
身
無
帽
の
写
真（
縦

５
㎝×

横
４
㎝
）
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
送

用
）〔
長
型
３
号
（
12
㎝×

23
・
５
㎝
）
の
封
筒
に
、
82
円

切
手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
・
宛

先
・
氏
名
を
明
記
し
た
も
の
〕

が
１
部
必
要
で
す 

。

提
出
先  

〒
７
３
９‐

０
６
９
２

　
大
竹
市
小
方
１‐

11‐

１

大
竹
市
総
務
部
総
務
課
職
員
秘
書

係受
験
票
の
送
付

　
受
験
票
は
、
１
月
23
日
㈮
ま
で

に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
返
送
し

ま
す
。
１
月
28
日
㈬
ま
で
に
到
着

し
な
い
と
き
は
総
務
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

合
否
発
表

　
合
格
者
の
受
験
番
号
を
大
竹
市

役
所
本
庁
舎
１
階
掲
示
場
（
南
玄

関
前
）に
掲
示
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
な

お
、
合
格
者
に
は
個
別
に
通
知
し

ま
す
。（
１
次
試
験
の
合
格
発
表

は
２
月
10
日
㈫
で
す
）

採
　用
　

○
最
終
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に

採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
原
則
と
し
て
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

○
採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
27

年
４
月
１
日
以
降
で
、
名
簿
に

基
づ
き
、
順
次
採
用
を
決
定
し

ま
す
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

日
本
国
籍
あ
る
い
は
永
住
者
ま

た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格

を
取
得
見
込
み
の
方
は
、
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
で

き
な
い
場
合
、
採
用
さ
れ
る
資

格
を
失
い
ま
す
。

○
保
育
士
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
で
き
な
い
場
合
、

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま

す
。

平
成
27
年
度
採
用
予
定
の

市 

職 

員 

募 

集

問
い
合
わ
せ 

総
務
課
☎
59
２
１
２
２

ひとり一学習　一スポーツ　一趣味　一ボランティア 1月の生涯学習講座

子育て

健康

講座

　
腰
痛
や
肩
こ
り
な
ど
を
予
防
、改

善
す
る
運
動
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

と
　き
　
１
月
24
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象
　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
小
松
美
保
さ
ん
（
Ｐ
Ｈ

Ｉ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

整
体
師
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

持
参
品
　
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

20
個
以
上
、
鉛
筆
１
本
、
メ
ジ
ャ
ー
、

速
乾
性
接
着
剤

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
ア
ギ
ー
レ
監
督
、カ
ー

プ
の
ロ
サ
リ
オ
外
野
手
、
お
二
人
と

も
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
人
物
。
コ
モ
エ
ス

タ
赤
坂
、
ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ョ
な
ど
の

歌
も
ス
ペ
イ
ン
語
。
世
界
で
４
億
人

以
上
が
使
用
し
、
日
本
人
に
は
発

音
も
易
し
く
お
も
し
ろ
い
言
葉
で
す
。

簡
単
な
ス
ペ
イ
ン
語
や
南
米
の
文
化

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　き
　
１
月
17
日
、
24
日
、
31
日
、

２
月
７
日
（
全
４
回
、
い
ず
れ
も
土

曜
日
）

　
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ
　
栄
公
民
館

対
　象

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　師
　
荒
木
義
文
さ
ん

定
　員
　
20
人
程
度

参
加
料

　
３
０
０
円
（
全
４
回
分
教
材
費
）

※

　
初
回
17
日
㈯
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
品
　
筆
記
用
具

申
し
込
み

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
栄
公
民
館
へ
。

　
懐
か
し
い
童
謡
を
マ
ン
ド
リ
ン

に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
脳
ト
レ

の
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
心
と
体
を

鍛
え
ま
し
ょ
う
。

と
　き
　
１
月
15
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

　
小
方
公
民
館

対
　象

　
18
歳
以
上
の
方

講
　師

　
村
中
弘
幸
さ
ん
（
ら
ん
ら
ん
サ

ポ
ー
タ
ー
）

定
　員

　
20
人
（
申
込
順
）

参
加
料
　
１
０
０
円

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

い
き
い
き
健
康
講
座

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

ス
ペ
イ
ン
語
体
験
学
習

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

　
生
活
習
慣
病
は
ま
ず
生
活
習
慣

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
食

生
活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
や
運
動
ポ
イ

ン
ト
、
喫
煙
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
見
直
し
て
い

け
る
よ
う
、
ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
も
正
し
く
理

解
し
て
頂
け
る
よ
う
に
お
話
し
ま
す
。

と
　き
　
１
月
20
日
㈫

　
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ

　
小
方
公
民
館

対
　象

　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
大
矢
聖
子
さ
ん
（
ヤ
ク

ル
ト
管
理
栄
養
士
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
小
方
公
民
館
へ
。

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
って
バッ
ク

や
小
物
を
作
り
ま
す
。

と
　き
　
１
月
10
日
㈯

　
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　師
　
清
水
文
子
さ
ん
他
（
ら

ん
ら
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
）

定
　員
　
25
人
（
申
込
順
）

参
加
料
　
１
、５
０
０
円（
材
料
費
）

持
参
品
　
は
さ
み
、
洗
濯
ば
さ
み

赤
ち
ゃ
ん
ピ
ッ
コ
ロ
へ

よ
う
こ
そ

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

早
め
の
予
防
が
大
切

生
活
習
慣
病

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

手
芸
講
座

ク
ラ
フ
ト
教
室

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

　
親
子
で
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
や
工

作
な
ど
を
し
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に

お
母
さ
ん
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
　き
　
２
月
２
日
㈪

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
26
年
３
月

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
親

講
　師
　
野
坂
幸
枝
さ
ん
（
ピ
ッ

コ
ロ
キ
ッ
ズ
主
催
）

持
参
品
　
ク
レ
ヨ
ン
　

定
　員
　
20
組
（
申
込
順
）

申
し
込
み
　
１
月
５
日
㈪
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
小
方
公
民
館
へ
。

か
ん
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子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

こ
ん
な
と
き
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
し
ら
？

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
54
０
０
２
１

　
　
　
　
　
　
福
祉
課 

☎
59
２
１
４
８

No.
8

年
金
の
は
な
し

祝
　
新
成
人
！
国
民
年
金
へ
加
入
し
よ
う

問
い
合
わ
せ

　
広
島
西
年
金
事
務
所 

☎
０
８
２
‐
２
３
２
‐
４
１
７
１

　
保
険
介
護
課 

☎
59
２
１
４
１ No.

219

寝
具
類
の
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

問
い
合
わ
せ
　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
57
３
２
３
６

消
費
者
シ
リ
ー
ズ

No.
184

みんなで考えよう
公共交通75

離
乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
離
乳
食
を
始
め
た
け
れ
ど
、な
か
な
か
進
ま
ず
困
っ
て
い

ま
す
。ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
母
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
育
っ
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、少

し
ず
つ
固
さ
や
形
の
あ
る
食
べ
物
に
慣
れ
て
、子
ど
も
の
食

事
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
が「
離
乳
」

で
、こ
の
時
期
の
食
事
を「
離
乳
食
」と
呼
び
ま
す
。生
後
５
〜

６
カ
月
頃
か
ら
開
始
し
て
、１
歳
〜
１
歳
半
頃
完
了
す
る
の

が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
は
始
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
パ
ク
パ
ク
食

べ
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。作
っ
て
も
口
に
入
れ

て
も
食
べ
て
く
れ
な
い
時
期
は
、お
母
さ
ん
を
悩
ま
す
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
の
進
め
方
は
心
身
の
発
育
・
発
達
同
様
、と
て
も

個
人
差
の
大
き
い
も
の
で
す
。ス
タ
ー
ト
時
期
に
も
差
が
あ

り
ま
す
し
、進
み
具
合
も
そ
れ
ぞ
れ
、よ
く
食
べ
て
い
る
時
期

も
あ
れ
ば
、ほ
と
ん
ど
口
に
し
な
い
時
期
も
あ
り
ま
す
。今
は
、

い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
や
食
材
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。子
ど

も
の
食
べ
る
様
子
や
便
の
状
態
を
見
な
が
ら
、少
し
ず
つ
量

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。進
め
方
の
目
安
も
あ
る
の
で

気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、そ
の
子
な
り
の
ペ
ー
ス
で
進

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、一
番
大
切
な
こ
と
は
大
人
も
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
で
す
。赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
に
気
を
付
け
、そ
の
子
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
で
家
族
の
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、食
べ
る
楽
し
さ
を

伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、国
が
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。日

本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の

方
が
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
ど
こ
で
？

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方（
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方

も
含
ま
れ
ま
す
）は
、国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）に
該

当
し
、市
役
所
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務

員
の
方（
第
２
号
被
保
険
者
）、第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方（
第
３
号
被
保
険
者
）は
、勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
入
者
が
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
は
、障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、ま
た
、亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、そ

の
遺
族
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な

人
生
の「
万
が
一
」の
と
き
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
？

　
学
生
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、収
入
が
少
な
い
方
で
、保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、

老
後
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、「
万
が
一
」の
と

き
の
サ
ポ
ー
ト（
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
）が
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
、思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
あ
る
日
、男
性
営
業
員
が
訪
問
し
て
き
て
、名
前
や
用
件
を

言
う
こ
と
な
く
家
の
中
に
上
が
り
込
ん
で
き
た
。不
安
に

思
っ
て
い
る
と
、別
の
男
性
営
業
員
も
勝
手
に
入
っ
て
き
て

敷
き
マ
ッ
ト
の
勧
誘
を
始
め
た
。敷
き
マ
ッ
ト
は
い
ら
な
い

し
、ま
た
、年
金
暮
ら
し
で
ゆ
と
り
は
な
い
こ
と
か
ら「
い
ら

な
い
」「
買
え
な
い
」と
何
度
も
伝
え
た
が
、聞
い
て
く
れ
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。断
っ
て
も
引
き
下
が
り
そ
う
に
な
い
し
、

お
金
を
払
う
こ
と
で
済
む
な
ら
い
い
か
と
、諦
め
の
気
持
ち

に
な
り
、欲
し
く
も
な
い
商
品
の
購
入
に
渋
々
同
意
し
て
し

ま
っ
た
。

（
70
歳
代
　
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
県
消
費
生
活
課
で
は
、今
年
９
月
に
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律（
以
下「
特
商
法
」と
い
う
）違
反
と
な
る
行
為
を
繰
り

返
し
て
い
た
寝
具
類
の
訪
問
販
売
業
者
に
対
し
、12
カ
月
の

「
業
務
停
止
命
令
」の
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
不
意
に
訪
れ
て
来
て
、事
業
者
名
や
訪
問
の
理
由
を
言
わ
ず

い
き
な
り
勧
誘
す
る
こ
と
、い
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
消
費
者

に
し
つ
こ
く
勧
誘
を
繰
り
返
す
こ
と
は
特
商
法
違
反
で
す
。

　
訪
問
販
売
で
は
、法
律
で
定
め
る
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
間
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
、こ
の
よ

う
な
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
き
は
、い
つ
ま
で

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行「
く
ら
し
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
便
」

よ
り
）

利
用
者
が
40
万
人
に
到
達
！

問
い
合
わ
せ 

大
竹
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
自
治
振
興
課
内
☎
59
２
１
４
２
）

駅
伝
の
日
は「
総
合
市
民
会
館
」

に
は
止
ま
り
ま
せ
ん

支
線
交
通
ト
ピ
ッ
ク
ス

１
月
11
日
㈰
の
運
行
内
容

大
竹
駅
行
き
、
玖
波
駅
行
き
と
も

○
１
便
（
７
時
20
分
発
）
は
日
曜
日
の

た
め
運
休
し
ま
す
。

○
２
便
（
８
時
発
）
か
ら
13
便
（
16
時

20
分
発
）
は
「
総
合
市
民
会
館
」
停

留
所
を
通
過
し
ま
す
。

○
14
便
（
17
時
発
）
か
ら
通
常
運
行
し

ま
す
。

毎月、こいこいバスの車内に
２件程度の忘れ物があるよ。
忘れ物がないか確認してか
ら降りてね。

　
こ
い
こ
い
バ
ス
の
利
用
者
数
が
、
11
月

24
日
に
40
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
10
月
26
日
に
実
証
運
行
を
開

始
し
、
ダ
イ
ヤ
改
正
や
低
床
車
両
の
導
入

な
ど
、
少
し
ず
つ
改
善
し
な
が
ら
、
着
実

に
利
用
者
を
増
や
し
、
平
成
24
年
４
月
に

は
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
利
用
者
が
８
千
人
を
超
え

る
月
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
10
万
人
ご
と
の
到
達
日
数
を
見

る
と
、
40
万
人
目
は
30
万
人
目
よ
り
16
日

早
い
４
０
１
日
で
到
達
し
ま
し
た
。
ご
利

用
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
全
て
の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
す
る
た
め
、
利
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、
１
年
の
中

で
最
も
利
用
者
が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
第
64
回
大
竹
駅
伝
競
走
大
会
が
１
月
11
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。総
合
市
民
会
館
前（
玖

波
・
青
木
線
）
を
11
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
総

合
市
民
会
館
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

玖
波
・
青
木
線
に
総
合
市
民
会
館
中
継
所
を

設
営
す
る
た
め
、
こ
い
こ
い
バ
ス
の
臨
時
バ

ス
停
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
会

が
終
了
す
る
ま
で
、「
総
合
市
民
会
館
」
停

留
所
に
は
停
車
せ
ず
通
過
し
ま
す
。「
み
ど

り
橋
」
ま
た
は
「
休
日
診
療
所
前
」
の
停
留

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス

好
評
に
つ
き
再
開
決
定

ぐ
る
り
ん
シ
ー
ル
を
集
め
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う
！

　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
実
施
し
た
栄
ぐ
る

り
ん
バ
ス
の
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ぐ

る
り
ん
シ
ー
ル
」
を
再
開
し
ま
す
。

　
１
月
１
日
㈷
か
ら
３
月
31
日
㈫
の
期
間

中
、
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
利
用
す
る
ご
と

に
「
ぐ
る
り
ん
シ
ー
ル
」
が
１
枚
も
ら
え

ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
10
枚
集
め
る
と
、

次
回
の
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
利
用
時
に
バ
ス

の
車
内
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
交
換
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
ま
で
に
た
め
た
シ
ー
ル
も

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

湯
舟
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

未
使
用
の
回
数
券
の

払
い
戻
し
を
し
て
い
ま
す

　
12
月
か
ら
運
行
経
路
・
運
行
日
・
運
行

ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
運
賃
が

変
更
と
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
回
数
券
を

作
製
し
ま
し
た
。
12
月
以
降
は
古
い
回
数

券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
未
使
用
分
は

払
い
戻
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
運
行
委

員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
い
戻
し
期
間
は
２
月
末
ま
で
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

コイちゃん

こいこいバス　利用者10万人ごとの到達状況
利用者数
（累計） 到 達 日 到達日数

運行開始
からの

運行日数
平　　均
利用者数

10万人 H23年  5月23日 575日 575日 174人/日

20万人 H24年  8月28日 463日 1,038日 216人/日

30万人 H25年10月19日 417日 1,455日 240人/日

40万人 H26年11月24日 401日 1,856日 249人/日
【到達日数】１０万人利用するのに要した日数
【平均利用者数】期間中の１日当たりの利用者数
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子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

こ
ん
な
と
き
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
し
ら
？

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
54
０
０
２
１

　
　
　
　
　
　
福
祉
課 

☎
59
２
１
４
８

No.
8

年
金
の
は
な
し

祝
　
新
成
人
！
国
民
年
金
へ
加
入
し
よ
う

問
い
合
わ
せ

　
広
島
西
年
金
事
務
所 

☎
０
８
２
‐
２
３
２
‐
４
１
７
１

　
保
険
介
護
課 
☎
59
２
１
４
１ No.

219

寝
具
類
の
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

問
い
合
わ
せ
　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
57
３
２
３
６

消
費
者
シ
リ
ー
ズ

No.
184

みんなで考えよう
公共交通75

離
乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
離
乳
食
を
始
め
た
け
れ
ど
、な
か
な
か
進
ま
ず
困
っ
て
い

ま
す
。ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
母
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
育
っ
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、少

し
ず
つ
固
さ
や
形
の
あ
る
食
べ
物
に
慣
れ
て
、子
ど
も
の
食

事
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
が「
離
乳
」

で
、こ
の
時
期
の
食
事
を「
離
乳
食
」と
呼
び
ま
す
。生
後
５
〜

６
カ
月
頃
か
ら
開
始
し
て
、１
歳
〜
１
歳
半
頃
完
了
す
る
の

が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
は
始
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
パ
ク
パ
ク
食

べ
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。作
っ
て
も
口
に
入
れ

て
も
食
べ
て
く
れ
な
い
時
期
は
、お
母
さ
ん
を
悩
ま
す
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
の
進
め
方
は
心
身
の
発
育
・
発
達
同
様
、と
て
も

個
人
差
の
大
き
い
も
の
で
す
。ス
タ
ー
ト
時
期
に
も
差
が
あ

り
ま
す
し
、進
み
具
合
も
そ
れ
ぞ
れ
、よ
く
食
べ
て
い
る
時
期

も
あ
れ
ば
、ほ
と
ん
ど
口
に
し
な
い
時
期
も
あ
り
ま
す
。今
は
、

い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
や
食
材
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。子
ど

も
の
食
べ
る
様
子
や
便
の
状
態
を
見
な
が
ら
、少
し
ず
つ
量

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。進
め
方
の
目
安
も
あ
る
の
で

気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、そ
の
子
な
り
の
ペ
ー
ス
で
進

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、一
番
大
切
な
こ
と
は
大
人
も
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
で
す
。赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
に
気
を
付
け
、そ
の
子
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
で
家
族
の
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、食
べ
る
楽
し
さ
を

伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、国
が
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。日

本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の

方
が
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
ど
こ
で
？

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方（
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方

も
含
ま
れ
ま
す
）は
、国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）に
該

当
し
、市
役
所
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務

員
の
方（
第
２
号
被
保
険
者
）、第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方（
第
３
号
被
保
険
者
）は
、勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
入
者
が
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
は
、障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、ま
た
、亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、そ

の
遺
族
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な

人
生
の「
万
が
一
」の
と
き
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
？

　
学
生
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、収
入
が
少
な
い
方
で
、保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、

老
後
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、「
万
が
一
」の
と

き
の
サ
ポ
ー
ト（
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
）が
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
、思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
あ
る
日
、男
性
営
業
員
が
訪
問
し
て
き
て
、名
前
や
用
件
を

言
う
こ
と
な
く
家
の
中
に
上
が
り
込
ん
で
き
た
。不
安
に

思
っ
て
い
る
と
、別
の
男
性
営
業
員
も
勝
手
に
入
っ
て
き
て

敷
き
マ
ッ
ト
の
勧
誘
を
始
め
た
。敷
き
マ
ッ
ト
は
い
ら
な
い

し
、ま
た
、年
金
暮
ら
し
で
ゆ
と
り
は
な
い
こ
と
か
ら「
い
ら

な
い
」「
買
え
な
い
」と
何
度
も
伝
え
た
が
、聞
い
て
く
れ
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。断
っ
て
も
引
き
下
が
り
そ
う
に
な
い
し
、

お
金
を
払
う
こ
と
で
済
む
な
ら
い
い
か
と
、諦
め
の
気
持
ち

に
な
り
、欲
し
く
も
な
い
商
品
の
購
入
に
渋
々
同
意
し
て
し

ま
っ
た
。

（
70
歳
代
　
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
県
消
費
生
活
課
で
は
、今
年
９
月
に
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律（
以
下「
特
商
法
」と
い
う
）違
反
と
な
る
行
為
を
繰
り

返
し
て
い
た
寝
具
類
の
訪
問
販
売
業
者
に
対
し
、12
カ
月
の

「
業
務
停
止
命
令
」の
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
不
意
に
訪
れ
て
来
て
、事
業
者
名
や
訪
問
の
理
由
を
言
わ
ず

い
き
な
り
勧
誘
す
る
こ
と
、い
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
消
費
者

に
し
つ
こ
く
勧
誘
を
繰
り
返
す
こ
と
は
特
商
法
違
反
で
す
。

　
訪
問
販
売
で
は
、法
律
で
定
め
る
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
間
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
、こ
の
よ

う
な
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
き
は
、い
つ
ま
で

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行「
く
ら
し
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
便
」

よ
り
）

利
用
者
が
40
万
人
に
到
達
！

問
い
合
わ
せ 

大
竹
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
自
治
振
興
課
内
☎
59
２
１
４
２
）

駅
伝
の
日
は「
総
合
市
民
会
館
」

に
は
止
ま
り
ま
せ
ん

支
線
交
通
ト
ピ
ッ
ク
ス

１
月
11
日
㈰
の
運
行
内
容

大
竹
駅
行
き
、
玖
波
駅
行
き
と
も

○
１
便
（
７
時
20
分
発
）
は
日
曜
日
の

た
め
運
休
し
ま
す
。

○
２
便
（
８
時
発
）
か
ら
13
便
（
16
時

20
分
発
）
は
「
総
合
市
民
会
館
」
停

留
所
を
通
過
し
ま
す
。

○
14
便
（
17
時
発
）
か
ら
通
常
運
行
し

ま
す
。

毎月、こいこいバスの車内に
２件程度の忘れ物があるよ。
忘れ物がないか確認してか
ら降りてね。

　
こ
い
こ
い
バ
ス
の
利
用
者
数
が
、
11
月

24
日
に
40
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
10
月
26
日
に
実
証
運
行
を
開

始
し
、
ダ
イ
ヤ
改
正
や
低
床
車
両
の
導
入

な
ど
、
少
し
ず
つ
改
善
し
な
が
ら
、
着
実

に
利
用
者
を
増
や
し
、
平
成
24
年
４
月
に

は
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
利
用
者
が
８
千
人
を
超
え

る
月
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
10
万
人
ご
と
の
到
達
日
数
を
見

る
と
、
40
万
人
目
は
30
万
人
目
よ
り
16
日

早
い
４
０
１
日
で
到
達
し
ま
し
た
。
ご
利

用
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
全
て
の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
す
る
た
め
、
利
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、
１
年
の
中

で
最
も
利
用
者
が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
第
64
回
大
竹
駅
伝
競
走
大
会
が
１
月
11
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。総
合
市
民
会
館
前（
玖

波
・
青
木
線
）
を
11
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
総

合
市
民
会
館
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

玖
波
・
青
木
線
に
総
合
市
民
会
館
中
継
所
を

設
営
す
る
た
め
、
こ
い
こ
い
バ
ス
の
臨
時
バ

ス
停
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
会

が
終
了
す
る
ま
で
、「
総
合
市
民
会
館
」
停

留
所
に
は
停
車
せ
ず
通
過
し
ま
す
。「
み
ど

り
橋
」
ま
た
は
「
休
日
診
療
所
前
」
の
停
留

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス

好
評
に
つ
き
再
開
決
定

ぐ
る
り
ん
シ
ー
ル
を
集
め
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う
！

　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
実
施
し
た
栄
ぐ
る

り
ん
バ
ス
の
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ぐ

る
り
ん
シ
ー
ル
」
を
再
開
し
ま
す
。

　
１
月
１
日
㈷
か
ら
３
月
31
日
㈫
の
期
間

中
、
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
利
用
す
る
ご
と

に
「
ぐ
る
り
ん
シ
ー
ル
」
が
１
枚
も
ら
え

ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
10
枚
集
め
る
と
、

次
回
の
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
利
用
時
に
バ
ス

の
車
内
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
交
換
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
ま
で
に
た
め
た
シ
ー
ル
も

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

湯
舟
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

未
使
用
の
回
数
券
の

払
い
戻
し
を
し
て
い
ま
す

　
12
月
か
ら
運
行
経
路
・
運
行
日
・
運
行

ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
運
賃
が

変
更
と
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
回
数
券
を

作
製
し
ま
し
た
。
12
月
以
降
は
古
い
回
数

券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
未
使
用
分
は

払
い
戻
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
運
行
委

員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
い
戻
し
期
間
は
２
月
末
ま
で
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

コイちゃん
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こどもの本 おとなの本

①「
捨
て
犬
・
未
来
、命
の
約
束
」

今
西
　
乃
子
　
著

②「
思
い
出
の
マ
ー
ニ
ー
」

ジ
ョ
ー
ン・Ｇ・ロ
ビ
ン
ソ
ン
　
原
作

③「
き
み
は
知
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
」

岩
瀬
　
成
子
　
作

④「
う
な
ぎ
一
億
年
の
謎
を
追
う
」

塚
本
　
勝
巳
　
著

①「
べ
ん
け
い
飛
脚
」

山
本
　
一
力

②「
女
王
」

連
城
　
三
紀
彦

③「
ゴ
ー
ス
ト
・ス
ナ
イ
パ
ー
」

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

④「
ラ
ン
チ
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

深
沢
　
潮

市立図書館ホームページアドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp
携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ　☎52５３３８　FAX 52８００５

■白字は図書館の休館日です。
○おはなし会の日です。

― としょかんだより ―

　幻のオオカミ探しに人生を賭けた仮釈放中の
男。父の遺志を継いで再出発した山岳写真家。彼
らの真摯な魂が触れ合うとき、奇跡が起こった
…。厳冬の大雪山を舞台に描く本格山岳小説。

「
分
水
嶺
」　

笹
本
　
稜
平

　女の子も学校に通う権利があると声をあげ続
け、史上最年少でノーベル平和賞を受賞した少
女マララの手記。パキスタンの歴史上の重要なで
きごとや、貴重な写真も掲載する。

「
マ
ラ
ラ
」

マ
ラ
ラ・ユ
ス
フ
ザ
イ
　
著

①

②

③

④

①

②

③

④

（図書館２階ギャラリー１）
おひざにだっこのおはなし会
１月９日㈮10時30分～（対象　赤ちゃん向き）

（図書館２階ギャラリー３）
親子で楽しむおはなし会
１月９日㈮11時～（対象　１歳から）

（図書館１階おはなしの部屋）
おはなし会
１月17日㈯10時30分～（対象　幼児・小学）

イベント紹介

一般向き 「ひつじ年生まれの有名人」
児童向き 「ひつじ大集合」

展示コーナー

駅伝
時事コーナー

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1月（Dec）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放

課
後
、
保
護
者
な
ど
が
仕
事
な
ど

の
事
情
に
よ
り
家
庭
に
い
な
い
た

め
、
生
活
指
導
が
難
し
い
児
童
の

健
全
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、

受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
夏
休
み
期
間
の
み
の
入
会
児
童

募
集
は
、
６
月
上
旬
に
行
う
予
定

で
す
。

対
象
施
設

　
ひ
か
り（
大
竹
小
）・
み
ど
り（
小

方
小
）・
あ
す
な
ろ
（
玖
波
小
）

児
童
ク
ラ
ブ

対
　
象

　
市
内
小
学
校
新
１
〜
新
３
年
生

※

　
新
４
〜
６
年
生
に
つ
い
て
は
、

後
述
の
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
１
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

　
９
時
〜
17
時
15
分

※

　
平
日
の
受
付
期
間
以
外
で
も

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
が
、
書
類
確
認
が
後
日
に
な
る

の
で
、
必
ず
日
中
連
絡
の
と
れ

る
電
話
番
号
を
利
用
申
込
書
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
生
涯
学
習
課
・
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
・
総
務
学
事
課
・
大
竹
支

所
・
玖
波
支
所
・
福
祉
課
に
備
え

付
け
の
利
用
申
込
書
に
必
要
書
類

（
入
会
理
由
書
〔
勤
務
証
明
〕
な

ど
）
を
添
え
て
、
直
接
生
涯
学
習

課
（
総
合
市
民
会
館
内
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
の
決
定

　
審
査
の
上
決
定
し
、
３
月
上
旬

に
通
知
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

 

高
学
年
児
童
の
保
護
者
の
方
へ

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
を
受
け
て
、

現
在
、
高
学
年
児
童
の
受
け
入
れ

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
施
設
規
模
な
ど
に
制
限
が
あ

る
た
め
、
当
面
は
希
望
者
全
て
の

児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

選
考
基
準
や
募
集
要
領
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
、
準
備
が
で
き
し

だ
い
プ
リ
ン
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

平
成
27
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

生
涯
学
習
課
☎
53
５
８
０
０

情報
ステーション
○広報掲載記事に料金表示の
　ないものは、原則無料です。
○記事についての問い合わせ
　は、各見出しの電話番号へ。

大竹市役所☎59 2111㈹

開館日 毎週月曜日・水曜日・
　　　 金曜日10時～16時
休館日 １月12日㈪、23日㈮
松ケ原こども館 ☎578333
福祉課　　　    ☎592148

開館日　毎週土曜日　10時～16時（３日は休館日）
ところ　南栄３丁目１番29号（旧愛育園）
　　　　※　駐車場あり
問い合わせ　あいいく館
　  （杉嶋携帯☎０９０‐２２９８‐９６２４）

　予約の必要な行事の
申し込みは次のいずれ
かの方法でお願いしま
す。

○月曜日・水曜日・金
曜日の 9時～ 16 時
に電話申込

○松ケ原こども館にて
直接申込書に記入

○わらべうた講座
と　き　１月24日㈯　10時30分～
　講師の加藤さんと一緒にわらべうたを楽しみましょ
う。　
○お誕生会
と　き　１月26日㈪　10時30分～
　みんなでお誕生日のお友だちをお祝いしましょう。
※　誕生児のみ要予約。１月21日㈬締め切り。
　
○節分グッズ作り
と　き　１月28日㈬、１月30日㈮ 
　この日は開館時間内であれば、いつ来ても作ること
ができます。　　　　　※　要予約。１月26日㈪締め切り。

お知らせ
イベント

親と子の本の広場

あいいく館
１
月
の
行
事

　つどいの広場は、市の委託事業で、ＮＰＯ法人
子育てハッピーネットほのぼのんが運営しています。
　事業内容はほのぼのん公式ホームページをご
覧ください。　　  http://honobonon.client.jp/

幼児・小学生とその親が絵本とおもちゃで楽しく遊
べる広場です。
◎絵本の読み語り・貸出し・紙芝居・手遊び
◎節分・豆まき　31日㈯　10時 30分～ 12時
◎工作　節分のお面作り
◎今月の絵本「冬・雪」
◎絵本講座「絵本の窓」19日㈪　10時～ 12時
　たくさんの絵本を紹介しています。初めての方も
ぜひどうぞ。

子
育
て

勤労青少年ホーム 問い合わせ 生涯学習課☎53５８００

活動中のサークルや開催中の講座
サークル・講座名 現在の所属人数 と　き ところ
テニス
イベント企画
バドミントン

男11人　女9人
男4人　  女2人
男9人　  女8人

火・木曜日　19時30分～21時30分
不定
木曜日　19時30分～21時30分

小方公民館
不定
大竹中学校

申し
込み受付中

土曜日開館
とき　１月24日㈯
　　　 10時～16時

24OTAKE 2015（平成27）.01



こどもの本 おとなの本

①「
捨
て
犬
・
未
来
、命
の
約
束
」

今
西
　
乃
子
　
著

②「
思
い
出
の
マ
ー
ニ
ー
」

ジ
ョ
ー
ン・Ｇ・ロ
ビ
ン
ソ
ン
　
原
作

③「
き
み
は
知
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
」

岩
瀬
　
成
子
　
作

④「
う
な
ぎ
一
億
年
の
謎
を
追
う
」

塚
本
　
勝
巳
　
著

①「
べ
ん
け
い
飛
脚
」

山
本
　
一
力

②「
女
王
」

連
城
　
三
紀
彦

③「
ゴ
ー
ス
ト
・ス
ナ
イ
パ
ー
」

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

④「
ラ
ン
チ
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

深
沢
　
潮

市立図書館ホームページアドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp
携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ　☎52５３３８　FAX 52８００５

■白字は図書館の休館日です。
○おはなし会の日です。

― としょかんだより ―

　幻のオオカミ探しに人生を賭けた仮釈放中の
男。父の遺志を継いで再出発した山岳写真家。彼
らの真摯な魂が触れ合うとき、奇跡が起こった
…。厳冬の大雪山を舞台に描く本格山岳小説。

「
分
水
嶺
」　

笹
本
　
稜
平

　女の子も学校に通う権利があると声をあげ続
け、史上最年少でノーベル平和賞を受賞した少
女マララの手記。パキスタンの歴史上の重要なで
きごとや、貴重な写真も掲載する。

「
マ
ラ
ラ
」

マ
ラ
ラ・ユ
ス
フ
ザ
イ
　
著

①

②

③

④

①

②

③

④

（図書館２階ギャラリー１）
おひざにだっこのおはなし会
１月９日㈮10時30分～（対象　赤ちゃん向き）

（図書館２階ギャラリー３）
親子で楽しむおはなし会
１月９日㈮11時～（対象　１歳から）

（図書館１階おはなしの部屋）
おはなし会
１月17日㈯10時30分～（対象　幼児・小学）

イベント紹介

一般向き 「ひつじ年生まれの有名人」
児童向き 「ひつじ大集合」

展示コーナー

駅伝
時事コーナー

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1月（Dec）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放

課
後
、
保
護
者
な
ど
が
仕
事
な
ど

の
事
情
に
よ
り
家
庭
に
い
な
い
た

め
、
生
活
指
導
が
難
し
い
児
童
の

健
全
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、

受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
夏
休
み
期
間
の
み
の
入
会
児
童

募
集
は
、
６
月
上
旬
に
行
う
予
定

で
す
。

対
象
施
設

　
ひ
か
り（
大
竹
小
）・
み
ど
り（
小

方
小
）・
あ
す
な
ろ
（
玖
波
小
）

児
童
ク
ラ
ブ

対
　
象

　
市
内
小
学
校
新
１
〜
新
３
年
生

※

　
新
４
〜
６
年
生
に
つ
い
て
は
、

後
述
の
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
１
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

　
９
時
〜
17
時
15
分

※
　
平
日
の
受
付
期
間
以
外
で
も

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
が
、
書
類
確
認
が
後
日
に
な
る

の
で
、
必
ず
日
中
連
絡
の
と
れ

る
電
話
番
号
を
利
用
申
込
書
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
生
涯
学
習
課
・
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
・
総
務
学
事
課
・
大
竹
支

所
・
玖
波
支
所
・
福
祉
課
に
備
え

付
け
の
利
用
申
込
書
に
必
要
書
類

（
入
会
理
由
書
〔
勤
務
証
明
〕
な

ど
）
を
添
え
て
、
直
接
生
涯
学
習

課
（
総
合
市
民
会
館
内
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
の
決
定

　
審
査
の
上
決
定
し
、
３
月
上
旬

に
通
知
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

 

高
学
年
児
童
の
保
護
者
の
方
へ

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
を
受
け
て
、

現
在
、
高
学
年
児
童
の
受
け
入
れ

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
施
設
規
模
な
ど
に
制
限
が
あ

る
た
め
、
当
面
は
希
望
者
全
て
の

児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

選
考
基
準
や
募
集
要
領
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
、
準
備
が
で
き
し

だ
い
プ
リ
ン
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

平
成
27
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

生
涯
学
習
課
☎
53
５
８
０
０

情報
ステーション
○広報掲載記事に料金表示の
　ないものは、原則無料です。
○記事についての問い合わせ
　は、各見出しの電話番号へ。

大竹市役所☎59 2111㈹

開館日 毎週月曜日・水曜日・
　　　 金曜日10時～16時
休館日 １月12日㈪、23日㈮
松ケ原こども館 ☎578333
福祉課　　　    ☎592148

開館日　毎週土曜日　10時～16時（３日は休館日）
ところ　南栄３丁目１番29号（旧愛育園）
　　　　※　駐車場あり
問い合わせ　あいいく館
　  （杉嶋携帯☎０９０‐２２９８‐９６２４）

　予約の必要な行事の
申し込みは次のいずれ
かの方法でお願いしま
す。

○月曜日・水曜日・金
曜日の 9時～ 16 時
に電話申込

○松ケ原こども館にて
直接申込書に記入

○わらべうた講座
と　き　１月24日㈯　10時30分～
　講師の加藤さんと一緒にわらべうたを楽しみましょ
う。　
○お誕生会
と　き　１月26日㈪　10時30分～
　みんなでお誕生日のお友だちをお祝いしましょう。
※　誕生児のみ要予約。１月21日㈬締め切り。
　
○節分グッズ作り
と　き　１月28日㈬、１月30日㈮ 
　この日は開館時間内であれば、いつ来ても作ること
ができます。　　　　　※　要予約。１月26日㈪締め切り。

お知らせ
イベント

親と子の本の広場

あいいく館
１
月
の
行
事

　つどいの広場は、市の委託事業で、ＮＰＯ法人
子育てハッピーネットほのぼのんが運営しています。
　事業内容はほのぼのん公式ホームページをご
覧ください。　　  http://honobonon.client.jp/

幼児・小学生とその親が絵本とおもちゃで楽しく遊
べる広場です。
◎絵本の読み語り・貸出し・紙芝居・手遊び
◎節分・豆まき　31日㈯　10時 30分～ 12時
◎工作　節分のお面作り
◎今月の絵本「冬・雪」
◎絵本講座「絵本の窓」19日㈪　10時～ 12時
　たくさんの絵本を紹介しています。初めての方も
ぜひどうぞ。

子
育
て

勤労青少年ホーム 問い合わせ 生涯学習課☎53５８００

活動中のサークルや開催中の講座
サークル・講座名 現在の所属人数 と　き ところ
テニス
イベント企画
バドミントン

男11人　女9人
男4人　  女2人
男9人　  女8人

火・木曜日　19時30分～21時30分
不定
木曜日　19時30分～21時30分

小方公民館
不定
大竹中学校

申し
込み受付中

土曜日開館
とき　１月24日㈯
　　　 10時～16時

25 OTAKE 2015（平成27）.01



情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水
1月

木 金 土

人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ま
せ
ん
か

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

☎
59
２
１
１
２

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
試
合

広
島
広
域
都
市
圏

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

共
同
応
援
参
加
者

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７

　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
は
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
広
島
県
環

境
保
健
協
会
と
連
携
し
て
、
次

の
と
お
り
人
間
ド
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
へ
。

と
　
き

　
３
月
６
日
㈮

と
こ
ろ

　
広
島
県
環
境
保
健
協
会
健
康

ク
リ
ニ
ッ
ク

※

　
総
合
市
民
会
館
か
ら
無
料

で
送
迎
し
ま
す
。

対
　
象

　
市
内
在
住
の
方

受
診
料

　
１
８
、
５
０
０
円

※

　
当
日
、
会
場
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
１
月
19
日
㈪
ま
で
に
各
支
所
、

公
民
館
お
よ
び
公
衆
衛
生
推
進

協
議
会
事
務
局
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
よ
り
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

○
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
か
ら

　
広
島
広
域
都
市
圏
内
の
住
民
交

流
を
目
的
に
、
広
島
に
拠
点
を
置

く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
広
島

メ
イ
プ
ル
レ
ッ
ズ
」
と
「
ワ
ク
ナ

ガ
レ
オ
リ
ッ
ク
」
を
一
緒
に
応
援

し
ま
す
。

○
広
島
メ
イ
プ
ル
レ
ッ
ズ
（
北
國

銀
行
戦
）

と
　
き

　
２
月
11
日
㈷

　
14
時
試
合
開
始
　

と
こ
ろ
　
広
島
市
中
区
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

○
ワ
ク
ナ
ガ
レ
オ
リ
ッ
ク
（
豊
田

合
成
戦
）

と
　
き

　
２
月
28
日
㈯

　
13
時
試
合
開
始
　

と
こ
ろ
　
広
島
市
東
区
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

※

　
両
試
合
と
も
現
地
集
合
で
す
。

定
　
員

　
各
試
合
50
人
（
申
し
込
み
多
数

は
抽
選
）

申
し
込
み

　
１
月
30
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

に
必
要
事
項
を
記
入
し
広
島
広
域

都
市
圏
協
議
会
へ
。

必
要
事
項

　
参
加
日
、
参
加
者
全
員
（
１
グ

ル
ー
プ
４
人
ま
で
）の
住
所
、氏
名
、

年
齢
（
学
生
は
学
年
）、電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
。

申
し
込
み
先

〒
７
３
０
‐
８
５
８
６
（
住
所
不

要
）
広
島
市
企
画
調
整
課
内
　
　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

 

フ
ァ
ク
ス
番
号

０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
２
９

※

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
り
ー
ぶ

ら
」
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

http://w
w
w
.ri-bura.com

/

　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
は
、

広
島
市
を
中
心
と
し
て
、
広
島

県
と
山
口
県
に
ま
た
が
る
11
市

６
町
で
構
成
し
、
圏
域
全
体
の

発
展
を
目
指
し
、
連
携
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
協
議
会
で
す
。

木
野
交
流
館
子
育
て

サ
ポ
ー
ト

（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

木
野
の
未
来
を
明
る
く
す
る
会

☎
53
１
８
２
５

地
域
交
流
ラ
ン
チ
会

〜
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
イ
キ
ン
グ
〜

「
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
、

健
康
の
輪
」

社
会
健
康
課
　
☎
59
２
１
４
０

　
食
事
は
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
予
防
接
種
後
や
体
調
が
悪
い

場
合
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
プ
レ
マ
マ
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
ベ
ビ
ー
人
形
の
貸
し

出
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）
抗
体
検
査

は
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
21
日
㈬

 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
　

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
　

　
13
時
〜
14
時
30
分

※

　
両
検
査
と
も
無
料
で
、
予

約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
　
県
西
部
保
健
所

申
し
込
み
　
２
日
前
ま
で
に
県

西
部
保
健
所
へ
。

の
悩
み
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

と
　
き

　
１
月
15
日
㈭

　
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
市
役
所

申
し
込
み
　
２
日
前
ま
で
に
県

西
部
保
健
所
へ
。

　
気
分
が
ゆ
う
う
つ
、
人
と
う

ま
く
付
き
合
え
な
い
な
ど
、
心

　
木
野
集
会
所
（
交
流
館
）
で

子
育
て
支
援
事
業
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き

　
１
月
29
日
㈭

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

　
木
野
集
会
所
（
交
流
館
）

　※

　
木
野
小
学
校
跡
地

対
　
象

　
生
後
２
カ
月
か
ら
１
歳
半
ま

で
の
子
ど
も

持
参
物

○
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

○
赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み
物

○
お
む
つ
や
着
替
え
な
ど

参
加
料

　
６
０
０
円

定
　
員
　
10
組
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
２
日
前
ま
で
に
電
話
で
木
野

の
未
来
を
明
る
く
す
る
会
へ
。

そ
の
他

○
１
時
間
前
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の

　保育所では、入所前の子どもと保護者
を招待するオープンデーを開催していま
す。子育てについて相談したり、仲間作り
の場として活用してください。
　詳しくは、各保育所へ問い合わせください。
※　車でのお越しはご遠慮ください。

保育所に遊びに行こう！

問い合わせ 福祉課☎592148
オ ー プ ン デ ー

福
祉

保育所名 とき 10時～11時30分 内　　容

大竹保育所　☎℻52２２６８

本町保育所　☎℻53１９９５

立戸保育所　☎℻53５５８５

1月  9日（金）
2月  3日（火）
1月14日（水）
1月28日（水）
1月14日（水）
2月  5日（木）
1月14日（水）
2月  3日（火）
1月14日（水）

たこを作りましょう
みんなで「おにはーそと」
リズム遊びをしましょう
鬼のお面を作りましょう
鬼のお面を作りましょう
リズムあそびをしましょう
お面を作りましょう ※10時～11時15分
豆まきをしましょう ※10時～11時15分
たこを作ってあそぼう  ※10時30分～11時30分

なかはま保育所　☎℻57３３５５

さかえ保育所 ☎52２５２２ ℻52２２５６
玖波保育所 ☎57７３０７ ℻57３００３
知恩保育園 ☎57７３２２ ℻57４８３２

随時受付を行っていますので、ご希望の場合は事前に保育所へご連絡ください。
随時受付を行っていますので、ご希望の場合は事前に保育園へご連絡ください。

健
康

　
地
域
の
皆
で
交
流
を
深
め
、

一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
に
、
ラ
ン
チ
会

を
開
催
し
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン

ス
と
減
塩
を
考
え
な
が
ら
料
理

を
選
び
、
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き

　
１
月
27
日
㈫

　
11
時
30
分
〜
13
時
30
分

と
こ
ろ

　
総
合
市
民
会
館

対
　
象

　
40
歳
代
か
ら
70
歳
代
の
市
内

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　
師

　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
　
市

管
理
栄
養
士

定
　
員
　
20
人
程
度
（
申
込
順
）

参
加
料

　
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

　
１
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

社
会
健
康
課
へ
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）抗
体
検
査・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

県
西
部
保
健
所

☎
０
８
２
９
32
１
１
８
１

（
内
線
２
４
１
２
）

　
就
労
を
希
望
す
る
障
害
の
あ

る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
１
月
８
日
㈭

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
市
役
所

申
し
込
み

　
広
島
西
障
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
み
じ
へ
。

　
受
診
者
に
対
し
て
後
日
、
１

人
に
つ
き
２
、
０
０
０
円
を

助
成
し
ま
す
。

○
昼
食
（
弁
当
）
が
無
料
で
提

供
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
就
労
相
談

広
島
西
障
が
い
者
就
業・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
み
じ

☎
０
８
２
９
34
４
７
１
７

子
育
て

Boat Race 宮島カレンダー ※○は開催日　△は場外発売

ボートレース宮島マスコット
キャラクター 「モンタ」　 

●念のため主催者発表のものと照合してください。

来て見て楽しんで！
地元産品いっぱい

月に一度の
朝市▶

　地元の野菜や魚、加工品から、ここでしか買えな
いものまで、幅広い品ぞろえの朝市。子ども向けの
コーナーもあり、年齢を問わず楽しめます。
と　き　1月18日㈰　９時～12時
ところ　ＪＲ玖波駅前（サニーＯＳ駐車場）

問い合わせ
　玖波まちづくり振興会
　（㈲なか川内　☎57７２５７）

精
神
保
健
福
祉
相
談

県
西
部
保
健
所

☎
０
８
２
９
32
１
１
８
１

（
内
線
２
４
１
２
）募

集
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日 月 火 水 木 金 土

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

1月の交通事故統計情報 ◆ 調理師業務従事者届出について ◆

交通事故発生状況（11月末現在）

発生件数　83件(前年同期比7.8％減)
死 者 数　0人(前年同期比－％)
負傷者数　94人(前年同期比26.6％減)

1月の米軍による弾薬処理 総務課☎59２１１９
　米海兵隊岩国基地は、焼
却処理できない弾薬を同基
地沖合３・５㎞に位置する姫
子島で爆破処理しています。
天候によって実施しない場
合もあります。曇りの日は音
がよく響くことがあります。

　調理業務に従事している調理師は、調理師法により２年ごと
に届出を行うことになっており、平成26年度は届出の年にあたり
ます。
対　象　12月31日現在で、多人数に飲食物を調理して供与し
ている施設、飲食店等で調理業務に従事している調理師
届出方法など　平成27年１月15日㈭までに提出してください。
届出書は市社会健康課にも設置しています。※○は弾薬処理日。

　いずれも８時～17時

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

　
広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局
で
取

り
扱
っ
て
い
た
市
に
住
所
を
有
す

る
外
国
人
の
方
の
国
籍
関
係
事
務

の
う
ち
、
日
本
国
へ
の
帰
化
許
可

申
請
に
関
す
る
事
務
は
、
平
成
27

年
１
月
１
日
㈭
か
ら
広
島
法
務
局

民
事
行
政
部
戸
籍
課
（
広
島
合
同

庁
舎
３
号
館
）
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
国
籍
関
係
事
務
（
日

本
国
籍
取
得
・
日
本
国
籍
離
脱
の

届
出
、
国
籍
選
択
に
関
す
る
相

談
）
は
、
広
島
法
務
局
廿
日
市
支

局
で
引
き
続
き
取
り
扱
い
ま
す
。

　
国
籍
関
係
事
務
に
関
す
る
相
談

は
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

家
畜
を
飼
育
す
る
方
へ

家
畜
の
飼
養
衛
生
管
理

基
準
の
定
期
報
告
を

お
忘
れ
な
く

県
西
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
‐
４
２
３
‐
２
４
４
１

　
公
立
保
育
所
給
食
用
食
料
品
納

入
に
あ
た
っ
て
、
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
業
者
の
方
か
ら
食
料
品
を
購

入
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い

業
者
の
方
と
は
取
引
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
公
立
保
育
所
へ
食
料
品

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
１
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮

対
　
象

　
次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
全
て
の

要
件
を
満
た
す
方

①
大
竹
市
内
に
本
店
、
工
場
ま
た

は
営
業
所
お
よ
び
店
舗
な
ど
を

有
す
る
方

②
食
品
に
関
す
る
法
令
な
ど
を
遵

守
し
て
い
る
方

③
引
き
続
い
て
２
年
以
上
の
営
業

実
績
が
あ
る
方

④
工
場
、
営
業
施
設
な
ど
の
管
理

状
況
お
よ
び
食
品
衛
生
保
持
の

状
態
が
良
好
で
あ
り
、
必
要
に

応
じ
て
食
品
衛
生
監
視
票
お
よ

　
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
の

発
生
予
防
対
策
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
、
家
畜
を
１
頭
（
羽
）
以
上

飼
育
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
２
月

１
日
時
点
の
、
飼
育
状
況
を
、
畜

産
事
務
所
へ
報
告
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
期
報
告
の
記
入
用
紙
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
西
部
畜
産
事
務
所
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.
lg.jp（
飼
養
衛
生
管
理
基
準
で
検
索
）

　
び
検
便
結
果
な
ど
を
提
出
で
き

る
方

⑤
仕
入
れ
ま
た
は
生
産
お
よ
び
製

造
加
工
能
力
が
十
分
で
あ
り
、

指
示
し
た
期
日
お
よ
び
時
刻
に

指
定
し
た
場
所
に
納
入
で
き
る

配
送
能
力
を
有
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
事
態
に
即
応
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
る
方

⑥
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

申
し
込
み

　
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
に

記
入
の
上
、直
接
福
祉
課
へ
。（
郵

送
な
ど
は
不
可
）

※

　
申
請
書
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
方
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

ひ
ろ
し
ま
環
境
の
日

環
境
整
備
課
　
☎
59
２
１
５
４

お
知
ら
せ

ア
ラ
カ
ル
ト

帰
化
申
請
に
関
す
る

取
扱
庁
が

変
わ
り
ま
す

広
島
法
務
局
民
事
行
政
部
戸
籍
課

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
５
７
７
３

広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局

☎
０
８
２
９
㉛
２
１
６
４

公
立
保
育
所

給
食
用
食
料
品

納
入
業
者
登
録
申
請

福
祉
課
　
☎
59
２
１
４
８

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お

い
て
事
業
の
用
に
供
す
る
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
法
人
お

よ
び
個
人
は
、
資
産
の
多
少
、

異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
、
申
告
期
限
ま
で
に
償
却

資
産
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
償
却
資
産
申
告
書

を
市
民
税
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
償
却
資
産
と
は

　
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
を
い
い
ま
す
。
構
築
物
、

機
械
及
び
装
置
、
船
舶
、
車
両

及
び
運
搬
具
、
工
具
・
器
具
及

び
備
品
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
自
動
車
税
、
軽
自
動

車
税
の
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

は
申
告
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
広
島
県
で
は
、
毎
月
第
一
土

曜
日
を
「
ひ
ろ
し
ま
環
境
の
日
」

と
定
め
、「
月
に
一
度(

土)

は
」

を
合
言
葉
に
、
毎
月
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
環
境
保
全
へ
の
取

り
組
み
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
の
テ
ー
マ
は
「
や
っ
て

み
よ
う
エ
コ
な
買
い
物
！
〜
使

い
切
れ
な
い
も
の
は
買
わ
ず
、

必
要
な
分
だ
け
購
入
〜
」
で
す
。

　
余
分
な
も
の
を
買
わ
ず
、
地

球
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
エ

コ
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
料

　
６
、
１
７
０
円
（
税
込
）

※

　
テ
キ
ス
ト
含
み
ま
す
。

申
し
込
み

　
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
所

定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
１
月
19
日
㈪
か
ら
１
月
30

日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
広
島
県
消
防
設
備
協
会

へ
。

　
県
内
の
土
地
に
は
、
明
治
以
来
、

宅
地
や
農
耕
地
な
ど
の
耕
地
と
、

山
林
や
原
野
な
ど
の
山
地
に
そ

れ
ぞ
れ
１
番
か
ら
順
に
地
番
を

付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

同
一
大
字
の
範
囲
内
で
地
番
が

重
複
す
る
状
況
を
招
い
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
解
消
す
る
た
め
、
山
地
番

の
変
更
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
地
番
変
更
を
実
施
し

た
場
合
は
、
法
務
局
か
ら
登
記

簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者

（
共
有
の
場
合
は
、
そ
の
う
ち

の
１
人
）
の
住
所
あ
て
に
地
番

変
更
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

実
施
時
期

　
１
月
か
ら

実
施
区
域

　
大
竹
町
大
竹
、
栗
谷
町
大
栗
林
、

小
栗
林
、
谷
和
地
区
を
実
施

地
番
変
更

　
山
地
番
に
１
０
０
０
０
を
加

算
（
例
34
番
↓
１
０
０
３
４
番
）

償
却
資
産
の
申
告
期
限

は
２
月
２
日
㈪

市
民
税
務
課
　
☎
59
２
１
２
９

土
地
の
重
複
地
番
の

解
消
作
業

広
島
法
務
局

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
５
７
４
１

防
火
管
理
者
資
格

講
習
会

消
防
署
　
☎
54
０
１
１
９

市
民
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

出
場
者

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟（
藤
井
携
帯

☎
０
９
０
‐
７
３
７
９
‐
８
５
３
８・

 ℻
 

53
０
６
０
０
）

と
　
き

　
１
月
25
日
㈰

と
こ
ろ

　
総
合
体
育
館

出
場
資
格

　
ペ
ア
の
い
ず
れ
か
が
市
内
在

住
・
勤
務
・
通
学
の
小
学
生
以

上
の
方

参
加
料

　
１
チ
ー
ム
　
１
、
５
０
０
円

（
学
生
８
０
０
円
）

申
し
込
み

　
総
合
市
民
会
館
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
で
１
月
15
日
㈭
ま
で

に
フ
ァ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
火
管
理
者
と
し
て
の
必
要

な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。
講
習
日
数
は
２
日

間
で
す
。

と
　
き

　
２
月
19
日
㈭
〜
20
日
㈮
（
新

規
講
習
）

と
こ
ろ

　
廿
日
市
市
商
工
保
健
会
館
（
交

流
プ
ラ
ザ
）

対
　
象

　
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

収
容
人
員
に
よ
り
、
防
火
管
理

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
防
火
対
象
物
は
次
の
施
設
で

す
。

 

30
人
以
上

　
集
会
場
、
遊
技
場
、
料
飲
店
、

店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、

福
祉
施
設
な
ど

 

50
人
以
上

　
共
同
住
宅
、
学
校
、
図
書
館
、

神
社
、
仏
閣
、
工
場
、
事
務
所

な
ど

定
　
員
　
１
２
０
人
　

※

　
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
る

の
で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 募

集

納期限
平成26年度

問い合わせ　市民税務課☎59２１２７
２月２日

ご注意ください
○納めるとき、お届けしている納
付書を使用してください。

○大竹市指定金融機関などに納
めてください。

（第４期分）
（第７期分）
（第７期分）
（第７期分）

市 県 民 税
国民健康保険料
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

問い合わせ　県食品生活衛生課 ☎082‐513‐3106
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2号広告 2号広告

人　口　28，294人

世帯数　12，858世帯
（男）１３，７27人　（女）１４，５67人月の情報ステーション月の情報ステーション 市の人口（12月1日現在）先どり22 このページの情報は2月のものです。　農林水産省では、平成27年２月１日現在で、「2015年農林

業センサス」を実施します。この調査は、我が国の農林業・農

山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。

　平成27年１月中旬から調査員が農林業関係者の方を訪問し

て、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いします。

　調査票に記入された事項は、統計以外の目的には使用されま

せんので、ご協力をお願いします。

2015年農林業センサスが実施されます

１日㈭

２日㈮

３日㈯

４日㈰

１０日㈯

１１日㈰

１２日㈷

１７日㈯

１８日㈰

２４日㈯

２５日㈰

３１日㈯

２月１日㈰

７日㈯

８日㈰

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

三菱化学エンジニアリング㈱

㈲成亜総合設

㈱ゲイナンハウス

大竹第一工業㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

㈱竹内

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

三菱化学エンジニアリング㈱

㈲成亜総合設備

木 野１

西 栄２

立 戸２

御幸町

本 町１

立 戸３

北 栄

西 栄３

油 見３

玖 波６

木 野１

西 栄２

立 戸２

御幸町

本 町１

☎53６１３１

☎㉘０１８５

☎52２５２９

☎52４１５１

☎52２５０１

☎54１１１１

☎53１２０１

☎52３３６５

☎52２０４３

☎57８３００

☎53６１３１

☎㉘０１８５

☎52２５２９

☎52４１５１

☎52２５０１

1月～2月（上旬）のお知らせ
休日水道修理

１２日㈷

１８日㈰

2月8日㈰

１１日㈰

１２日㈷

１８日㈰

２５日㈰

２月１日㈰

８日㈰

有木耳鼻咽喉科医院

古吉眼科医院

耳鼻咽喉科村上クリニック

小幡眼科医院

水島眼科

やすおか皮フ科クリニック

吉岡耳鼻咽喉科

さとう眼科

いなだ泌尿器科クリニック

油 見３

新 町２

元 町１

岩 国１

麻里布５

山 手２

南岩国１

室の木５

今 津１

☎53３８７４

☎52４７０７

☎52１１３３

☎43０２４５

☎㉑３４０１

☎㉙１１１２

☎32４１３３

☎㉚３１００

☎㉑１９７６

休日
診療所

診療科：内科系・外科系
ところ：立戸２丁目１番１６号 ☎52０３３０
診療時間：９時～１２時　１３時～１７時

診療時間：９時～１７時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行
いません。変更の場合もあります。お問い合わせは社
会健康課（☎59２１４０）へ。

在宅
当番医

受付時間：９時～１６時３０分

休日診療

※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

岩国市在
宅当番医

健
康
・
子
育
て

ふ れ あ い サ ロ ン
に こ に こ ひ ろ ば

２４日（火） 小方公民館 10：00～11：30
内　容：体重測定、母乳相談、健康相談、栄養相談
持参品　母子健康手帳、バスタオル１枚（母乳
相談はタオル２枚）

乳 児 健 康 相 談 ２５日（水） 市役所本庁 12：50～13：20
（受付時間）

対　象：平成２６年10月に生まれた乳児
持参品：母子健康手帳、アンケート、バスタオル１枚

1歳6カ月児健康診査 １８日（水） 市役所本庁 12：50～13：20
（受付時間）

対　象：平成２５年８月に生まれた幼児
持参品：母子健康手帳、アンケート

３ 歳 児 健 康 診 査 １９日（木） 市役所本庁 12：50～13：20
（受付時間）

対　象： 平成２３年７月１６日から平成２３年８月
３１日の間に生まれた幼児
持参品：母子健康手帳、アンケート、手拭きタオ
ル、お茶

相　　　談

司 法 書 士 相 談
〔企画財政課〕 ☎�2124

１０日（火） 市役所本庁 13：00～16：00
相談員：司法書士 
相談は予約が必要です。（１月１４日（水）から受
付開始）

行 政 相 談
〔企画財政課〕 ☎�2124

１０日（火） 市役所本庁 13：00～16：00
相談員：行政相談委員
相談は予約が必要です。（１月１４日（水）から受
付開始）

心 配 ご と 相 談
〔社会福祉協議会〕 ☎�2211

毎週
木曜日 サントピア大竹 13：00～16：00 相談員：民生委員、人権擁護委員ほか

生活上の悩みごと（内容により関係機関へ紹介）

巡 回 児 童 相 談
〔家庭児童相談室〕 ☎�2151

第2
金曜日 サントピア大竹 10：00〜16：00 相談員：県西部こども家庭センター専門員

家 庭 児 童 相 談 室
〔福祉課〕 ☎�2151

月曜日～
金曜日 市役所本庁 9：00〜16：00 相談員：家庭相談員・母子自立支援員

内　容：子ども、母子に関する相談

市消費生活センター
☎�3236 火・金曜日 市役所本庁 9：00〜16：00 消費生活全般の相談や問い合わせ

公 庫 移 動 相 談 会
☎�3105（予約制）

第2
木曜日 商工会議所 10：00～12：00 相談員：日本政策金融公庫職員

事業資金の相談

障害者相談支援センター
☎�0167 FAX �5011

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 相談員：介護支援専門員・介護福祉士

携帯メールアドレス：sya-sou@docomo.ne.jp

地域活動支援センターみらい
☎�0223

月曜日～
土曜日

医療法人社団
知仁会 9：00～17：00 精神の障害に関すること

障 害 相 談
〔福祉課〕☎�2150

 FAX �7185

月曜日～
金曜日 市役所本庁 8：30～17：00

相談員：社会福祉士、介護福祉士
携帯メールアドレス：
fukushi-soudan.otake.city@docomo.ne.jp

市地域包括支援センター
☎�1165

月曜日～
土曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談な

ど

市 政 へ の 相 談
〔企画財政課〕 ☎�2124

月曜日～
金曜日 市役所本庁 9：00～16：00 市政に関する相談など

こ ど も 相 談
〔教育委員会〕 ☎�0021

月曜日～
金曜日 こども相談室 8：30～17：15 電話や面接による青少年に関する相談（時間外

を希望の方は事前に連絡を）

女 性 の 人 権
ホ ッ ト ラ イ ン

月曜日～
金曜日 0570-070-810 8：30～17：15 DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

子どもの人権110番 月曜日～
金曜日

0120-007-110
（無料） 8：30～17：15 いじめ、虐

ぎゃく

待、子育てなど子どもの人権についての相談

住まいに関する相談
☎�7175

月曜日～
金曜日

大竹住まいの
リフォームセンター
（商工会議所）

8：30～17：00 リフォームや新築など、住まいに関する相談に1
級建築士が応じます。（祝日は除く。予約制）

年 金 相 談
〔広島西年金事務所〕

毎週
火曜日 商工会議所 10：00～15：30 厚生年金・健康保険などの相談・手続きなど

問
い
合
わ
せ

社
会
健
康
課

☎
�
２
１
４
０
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2号広告 2号広告

人　口　28，294人

世帯数　12，858世帯
（男）１３，７27人　（女）１４，５67人月の情報ステーション月の情報ステーション 市の人口（12月1日現在）先どり22 このページの情報は2月のものです。　農林水産省では、平成27年２月１日現在で、「2015年農林

業センサス」を実施します。この調査は、我が国の農林業・農

山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。

　平成27年１月中旬から調査員が農林業関係者の方を訪問し

て、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いします。

　調査票に記入された事項は、統計以外の目的には使用されま

せんので、ご協力をお願いします。

2015年農林業センサスが実施されます

１日㈭

２日㈮

３日㈯

４日㈰

１０日㈯

１１日㈰

１２日㈷

１７日㈯

１８日㈰

２４日㈯

２５日㈰

３１日㈯

２月１日㈰

７日㈯

８日㈰

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

三菱化学エンジニアリング㈱

㈲成亜総合設

㈱ゲイナンハウス

大竹第一工業㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

㈱竹内

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

三菱化学エンジニアリング㈱

㈲成亜総合設備

木 野１

西 栄２

立 戸２

御幸町

本 町１

立 戸３

北 栄

西 栄３

油 見３

玖 波６

木 野１

西 栄２

立 戸２

御幸町

本 町１

☎53６１３１

☎㉘０１８５

☎52２５２９

☎52４１５１

☎52２５０１

☎54１１１１

☎53１２０１

☎52３３６５

☎52２０４３

☎57８３００

☎53６１３１

☎㉘０１８５

☎52２５２９

☎52４１５１

☎52２５０１

1月～2月（上旬）のお知らせ
休日水道修理

１２日㈷

１８日㈰

2月8日㈰

１１日㈰

１２日㈷

１８日㈰

２５日㈰

２月１日㈰

８日㈰

有木耳鼻咽喉科医院

古吉眼科医院

耳鼻咽喉科村上クリニック

小幡眼科医院

水島眼科

やすおか皮フ科クリニック

吉岡耳鼻咽喉科

さとう眼科

いなだ泌尿器科クリニック

油 見３

新 町２

元 町１

岩 国１

麻里布５

山 手２

南岩国１

室の木５

今 津１

☎53３８７４

☎52４７０７

☎52１１３３

☎43０２４５

☎㉑３４０１

☎㉙１１１２

☎32４１３３

☎㉚３１００

☎㉑１９７６

休日
診療所

診療科：内科系・外科系
ところ：立戸２丁目１番１６号 ☎52０３３０
診療時間：９時～１２時　１３時～１７時

診療時間：９時～１７時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行
いません。変更の場合もあります。お問い合わせは社
会健康課（☎59２１４０）へ。

在宅
当番医

受付時間：９時～１６時３０分

休日診療

※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

岩国市在
宅当番医
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結果発表
（投票総数４，３４１票）こ

れ
か
ら

が
ん
ば
る
よ
ぉ
〜

あ
り
が
と
う
！！

「広報おおたけ」の音訳版（CD）、点訳版があります。
必要な方は社会福祉協議会（☎522211）まで。

防災行政無線テレホンサービス
　　0120-590-131　※通話料無料

広
報
お
お
た
け

平
成
27年

1月
1日
発
行

通
巻
1170号

編
集
発
行
　
大
竹
市
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
739-0692　

広
島
県
大
竹
市
小
方
1-11-1

☎
082759

2111㈹
　
FAX 082757

7130
HP http://w

w
w
.city.otake.hiroshim

a.jp/
印
刷
／
久
保
田
印
刷
所

は じ め ま し て

兄弟仲良くね。

安岡　琉聖 くん（左）
やすおか りゅうせい

春陽 くん（右）
はるひ

子どもの写真の裏に、住所、名前（ふりがな）、性別、生年月日、保護者の名前、電話番号と簡単なコメントを添えて、企画財政課「はじめまして」係
へお送りください。2月号掲載は、1月14日必着。（個人情報の利用目的：広報紙への掲載、応募者との連絡のために利用します。なお、広報紙は
PDF形式でホームページにも掲載しています。）応募が多い場合は次号になる場合があります。

夢配達人プロジェクト推進事業で実現した、阿多田島のもちつき大会。
詳しくは7ページへ。

問い合わせ　企画財政課  ☎59２１２５

３位
おたけちゃん（４４２票獲得）

2位
たけぴぃ（６９０票獲得）

１位　
コイちゃん
（７３０票獲得）

“おおたけ”PRキャラクターコンテスト

01
2015（平成27年）
NO.1170

　全国から応募があった43作品（市の
キャラクター含む）のうち一次審査を通
過した10作品から、皆さんの投票で順
位を決定。コイ・こいフェスティバル・イン・
おおたけの会場で結果を発表しました。
　最優秀作品「コイちゃん」は、大竹市
の情報をより印象強く発信するために
活用していきます。
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